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「
高
原
の
文
化
都
市

 
四
季
の
風
薫
る
宇
陀
市
を

                  

め
ざ
し
て
」

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な
新
年
を
お

迎
え
の
事
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

昨
年
４
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
市
長
選

挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
支
持
の
も
と
、
引
き
続
き
市

長
と
し
て
、
２
期
目
の
市
政
の
舵
取

り
を
任
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
課
題
は
山
積
み
し
て
お
り

ま
す
が
、「
高
原
の
文
化
都
市
・
四
季

の
風
薫
る
宇
陀
市
」
を
創
る
こ
と
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
宇
陀
市
立
病
院
が
創
立

60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
病
院
の
運

営
は
、
高
度
化
医
療
へ
の
対
応
や
医

師
の
偏
在
な
ど
一
層
厳
し
さ
を
増
す

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
健

康
な
生
活
を
守
る
た
め
、
仲
川
院
長

を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
鋭
意
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
宇
陀
市
も
い
よ
い
よ
「
合

併
・
市
政
施
行
」
10
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
少
子
高
齢
化
や
地
域
経
済
の

停
滞
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
は

お
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
と
共
に
今
年

の
１
年
間
を
、
合
併
10
年
間
の
区
切

り
の
１
年
間
と
し
て
、
ま
た
、
飛
躍

の
１
年
間
と
す
る
た
め
に
、
将
来
の

あ
る
べ
き
姿
を
見
据
え
た
上
で
市
政

運
営
に
努
め
て
行
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。　

　

そ
の
た
め
に
、
限
ら
れ
た
財
源

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、「
地
域
振
興
」

「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
の
実
現
」「
定

住・雇
用
促
進
」「
教
育・福
祉
の
充
実
」

な
ど
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
生
涯
を
通
じ
て
、
心
身
と
も
に
健

康
で
生
き
が
い
を
も
ち
、
自
立
し
た

生
活
を
送
り
な
が
ら
、
社
会
福
祉
を

支
え
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
、
皆
さ
ま

に
と
り
ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
幸
せ

多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

明
日
へ

２０１５年

宇 陀 市 長
　 竹 内 幹 郎

シティマラソン

春のウェルネスウォークチューリッヒ大学学生　来庁

インターネット
ショッピングサイト

「宇陀 sℊ」

畿央大学との連携協定

【
1
月
】

1
日　
鳥
見
山
新
春
ご
来
光
ま
つ
り

９
日　
田
口
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立

13
日　
成
人
式
（
新
成
人
３
１
４
人
）

17
日　
消
防
団
出
初
式

19
日　
内
牧
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立

【
2
月
】

１
日　
記
紀
万
葉
講
演
会

3
日　
宇
陀
ｓ
ｇ
オ
ー
プ
ン

15
日　

三
本
松
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立

22
日　
榛
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立

【
3
月
】

1
日　
多
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立

９
日　
向
渕
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立

16
日　

第
7
回
宇
陀
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
／

記
紀
万
葉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

【
4
月
】

13
日　
春
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ウ
ォ
ー
ク

27
日　
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
投
開
票

【
5
月
】

11
日　
鳥
見
山
つ
つ
じ
祭
り

13
日　
中
野
副
市
長
就
任

【
6
月
】

1
・
8
・
15
・
22
日　
環
境
美
化
運
動

10
日　
畿
央
大
学
包
括
連
携
協
定
調
印
式

21
日　
第
22
回
あ
き
の
螢
能

【
7
月
】

1
日　
ス
イ
ス
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
生

　
表
敬
訪
問

9
日　

県
一
斉
地
震
行
動
訓
練
お
よ
び
市

災
害
対
応
訓
練

12
日　

ま
ま
ん
ま
う
だ
／
差
別
を
な
く
す

市
民
集
会

19
日　

市
立
病
院
60
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
病
院
ま
つ
り
」
／
薬
草
活
用
講
演
会

26
日　
西
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立

／
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会

27
日　
室
生
へ
ま
ぁ
〜
よ
り
祭

【
8
月
】

1
日　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
連
絡
会

2
・
9
・
16
・
23
日　
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会

4
日　
宇
陀
市
は
い
ば
ら
花
火
大
会

11
日　

宇
陀
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
発
足

15
日　
第
23
回
阿
騎
野
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

16
日　
古
市
場
納
涼
夏
ま
つ
り

30
日　

ゆ
う
ゆ
う
ま
つ
り
／
宇
陀
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

【
9
月
】

1
日　
人
口
減
少
対
策
本
部
設
置

7
日　
宇
陀
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

【
10
月
】

5
日　
近
鉄
婚
活
ツ
ア
ー

8
日　
社
会
福
祉
大
会

10
日　
戦
没
者
並
び
に
消
防
殉
職
者
追
悼
式

12
日　
ま
ほ
ろ
ば
還
暦
野
球
全
国
大
会

19
日　
東
榛
原
ま
ち
協
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

25
～
26
日　
う
だ
産
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

26
日　
う
た
の
秋
祭
り

【
11
月
】

2
日　
榛
原
あ
い
さ
こ
い
さ
祭
り

8
日　
内
牧
地
域
ま
ち
協
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

15
～
30
日　
室
生
寺
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

22
～
24
日　
毛
皮
革
フ
ェ
アinUTAN

O

23
日　
宇
陀
市
選
奨
式

26
日　
菟
田
野
ま
ち
協
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

【
12
月
】

7
日　
中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式
と
人
権
を
考

え
る
集
い
／
宇
陀
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

14
日　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
投
開
票
／
記
紀
・

万
葉
講
演
会

17
日　

榛
原
小
学
校
１
４
０
周
年
記
念
式

典
お
よ
び
体
育
館
竣
工
式

21
日　
北
辰
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
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「
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
」

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
康
で
、

希
望
に
満
ち
た
初
春
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
市
議
会
運
営
に
対

す
る
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
宇
陀
市
議
会
を
代
表
し

て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
私
ど
も
議
会
議
員
に

と
っ
て
改
選
の
年
で
14
名
が
市
民
の

皆
さ
ま
の
信
託
を
受
け
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
気
持
ち
を
新
た

に
「
開
か
れ
た
市
議
会
」「
市
民
が
主

役
と
な
る
市
議
会
」
を
目
標
と
し
て

積
極
的
に
議
会
活
動
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
、
国
内
各
地
を
襲
っ

た
自
然
災
害
は
、
時
間
当
た
り

１
０
０
㎜
を
超
え
る
豪
雨
や
火
山
噴

火
な
ど
予
想
も
し
得
な
い
大
災
害
と

な
り
、
多
く
の
方
々
が
犠
牲
と
な
ら

れ
ま
し
た
。
安
全
・
安
心
の
た
め
の

各
種
施
策
の
礎
と
な
る
強
硬
な
基
盤

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
社
会
経
済
で
は
、
消

費
税
率
の
８
％
へ
の
引
き
上
げ
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
速
報
値
が
年
率
換
算
を
下

回
っ
た
こ
と
に
よ
る
消
費
税
率
再
引

き
上
げ
の
先
送
り
、
年
の
瀬
の
衆
議

院
解
散
総
選
挙
な
ど
、
今
日
、
国
の

内
外
と
も
に
大
き
な
変
革
の
時
期
に

遭
遇
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
行
政

に
お
き
ま
し
て
も
、
地
方
分
権
型
社

会
の
到
来
を
受
け
ま
し
て
、
自
己
決

定
・
自
己
責
任
に
よ
る
自
治
体
運
営

が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
未
だ
か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
新
た
な
環
境

に
日
々
直
面
し
、
ま
さ
に
、
行
政
の

真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
時
代
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

宇
陀
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
若
年

層
の
流
失
と
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化

が
進
み
、
市
勢
の
発
展
を
図
る
上
で

大
き
な
隘
路
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
若
人

に
も
十
分
魅
力
あ
る
活
力
溢
れ
た
地

域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
何
よ

り
も
肝
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

新
年
と
宇
陀
市
誕
生
10
年
目
を
契

機
に
、
議
員
一
同
心
を
新
た
に
し
て
、

住
民
の
皆
さ
ま
が
宇
陀
市
を
誇
り
と

し
て
、
宇
陀
市
に
住
む
喜
び
を
か
み

し
め
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
「
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
め

ざ
し
て
、
一
層
精
進
す
る
こ
と
を
お

誓
い
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
い
年
で
あ

り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

宇陀市議会議長
多 田  與四朗

巡回ラジオ体操会うだ産フェスタ榛原小学校体育館竣工

室生寺ライトアップ 子どもフェスタ 災害対応訓練

【
1
月
】

1
日　
鳥
見
山
新
春
ご
来
光
ま
つ
り

９
日　
田
口
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立

13
日　
成
人
式
（
新
成
人
３
１
４
人
）

17
日　
消
防
団
出
初
式

19
日　
内
牧
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立

【
2
月
】

１
日　
記
紀
万
葉
講
演
会

3
日　
宇
陀
ｓ
ｇ
オ
ー
プ
ン

15
日　

三
本
松
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立

22
日　
榛
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立

【
3
月
】

1
日　
多
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立

９
日　
向
渕
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立

16
日　

第
7
回
宇
陀
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
／

記
紀
万
葉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

【
4
月
】

13
日　
春
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ウ
ォ
ー
ク

27
日　
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
投
開
票

【
5
月
】

11
日　
鳥
見
山
つ
つ
じ
祭
り

13
日　
中
野
副
市
長
就
任

【
6
月
】

1
・
8
・
15
・
22
日　
環
境
美
化
運
動

10
日　
畿
央
大
学
包
括
連
携
協
定
調
印
式

21
日　
第
22
回
あ
き
の
螢
能

【
7
月
】

1
日　
ス
イ
ス
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
生

　
表
敬
訪
問

9
日　

県
一
斉
地
震
行
動
訓
練
お
よ
び
市

災
害
対
応
訓
練

12
日　

ま
ま
ん
ま
う
だ
／
差
別
を
な
く
す

市
民
集
会

19
日　

市
立
病
院
60
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
病
院
ま
つ
り
」
／
薬
草
活
用
講
演
会

26
日　
西
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立

／
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会

27
日　
室
生
へ
ま
ぁ
〜
よ
り
祭

【
8
月
】

1
日　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
連
絡
会

2
・
9
・
16
・
23
日　
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会

4
日　
宇
陀
市
は
い
ば
ら
花
火
大
会

11
日　

宇
陀
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
発
足

15
日　
第
23
回
阿
騎
野
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

16
日　
古
市
場
納
涼
夏
ま
つ
り

30
日　

ゆ
う
ゆ
う
ま
つ
り
／
宇
陀
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

【
9
月
】

1
日　
人
口
減
少
対
策
本
部
設
置

7
日　
宇
陀
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

【
10
月
】

5
日　
近
鉄
婚
活
ツ
ア
ー

8
日　
社
会
福
祉
大
会

10
日　
戦
没
者
並
び
に
消
防
殉
職
者
追
悼
式

12
日　
ま
ほ
ろ
ば
還
暦
野
球
全
国
大
会

19
日　
東
榛
原
ま
ち
協
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

25
～
26
日　
う
だ
産
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

26
日　
う
た
の
秋
祭
り

【
11
月
】

2
日　
榛
原
あ
い
さ
こ
い
さ
祭
り

8
日　
内
牧
地
域
ま
ち
協
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

15
～
30
日　
室
生
寺
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

22
～
24
日　
毛
皮
革
フ
ェ
アinUTAN

O

23
日　
宇
陀
市
選
奨
式

26
日　
菟
田
野
ま
ち
協
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

【
12
月
】

7
日　
中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式
と
人
権
を
考

え
る
集
い
／
宇
陀
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

14
日　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
投
開
票
／
記
紀
・

万
葉
講
演
会

17
日　

榛
原
小
学
校
１
４
０
周
年
記
念
式

典
お
よ
び
体
育
館
竣
工
式

21
日　
北
辰
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
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美
し
さ
を
表
す

　

市
内
公
共
施
設
に
は
、
寄
贈
を
受
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
美
術
作
品
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
に
は
、
地
域
出
身
の
著
名
な
作
家
に
よ
る
も
の
な
ど
貴
重
な
作

品
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
内
に
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
か
ら
プ
ロ
の
方
ま
で
数
多

く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
方
が
お
ら
れ
ま
す
し
、
市
内
い
た
る
と
こ
ろ
で
工
房
や

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
美
」
を
感
じ
る
視
点
は
人
さ
ま
ざ
ま
。
作
家
の
み
な
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の

感
性
で
追
及
さ
れ
て
い
ま
す
。『
見
る
』『
触
れ
る
』『
感
じ
る
』『
挑
戦
す
る
』

一
度
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
足
を
踏
み
入
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
？

松本郭画伯（1917 ～ 2007）

日本画「大台ケ原」
　中央公民館（大宇陀）ロビーで
展示。画伯は大正 6 年に旧大宇陀
町に生まれました。大阪美術大学
卒業後、矢野橋村氏に師事。日展
特選をはじめ数多くの賞を受賞す
るなど、風景を描く日本画家とし
て活躍されました。昭和 56 年に
は旧榛原町で回顧展も開催。没後
は故人の遺言により約 60 点の作
品が市に寄贈され、現在各公共施
設で展示また保管しています。

市民の文化向上と芸術の発展をめざして
―第 9 回宇陀市美術展覧会結果―

◀手嶋一夫さん
（榛原天満台西）

退職してから偶然絵画と
出会いました。今は仲間
とともに活動していま
す。趣味を通して様々な
発見や出会い、そして活
力をいただいています。
今後も自分が満足できる
絵をめざしていきます。

賞名 部門 作品名 氏名
市展賞 絵 　 画 街道の片隅 手 嶋  一 夫

金　賞
絵 　 画 母の待つふるさと 仲 浦  美 好
書 　 芸 万葉集より 西 浦  知 子
写 　 真 天空の谷 大 西  民 夫

彫塑・工芸 ルメリ・ヒサル要塞に思う 福 永  敏 子

銀　賞
絵 　 画 塔 仲 田 　 実
書 　 芸 青山 東 野  正 子
写 　 真 みんな仲良し 平 井 喜 美 江

彫塑・工芸 露草文大壺 松 田  聖 子

銅　賞
絵 　 画 散歩道 村 上  昌 勝
書 　 芸 和歌六首 森 本 和 加 子
写 　 真 けぶる朝 梶 本  佳 伸

彫塑・工芸 晩秋 小 島 香 代 子

奨励賞
絵 　 画 屏風　優美 若 山  敬 子
書 　 芸 宇陀の万葉歌 中 村  苗 子
写 　 真 朝靄 正 脇  隆 夫

彫塑・工芸 梅にうぐいす 舛 谷  定 子

松岡太和画伯 (1894 ～ 1978)　油彩画「海女」
　榛原総合センターエントランスで展示。画伯は明治 27 年
に旧榛原町比布に生まれました。東京美術学校在学中の大
正５年に油彩画「村の子供達」で二科賞を受賞したことを
はじめ、新進の洋画家として数多くの作品を制作しました。
また、昭和 5 年以降は彩漆画の研究と制作に専念。
　旧榛原町の時代に画伯の遺族および松岡正雄顕彰会の厚
意により、本作品をはじめ 130 点を超える数多くの作品の
寄贈を受け、現在各公共施設で展示また保管しています。

11 月 1 日～ 4 日まで市役所 4・5 階におい
て展覧会を開催。今回は、4 部門 118 点の作
品が出展されました。期間中は、市内幼稚園・
保育所（園）の 5 歳児の作品も同時展示し、
延べ 1035 名が入場されました。

（ 敬 称 略 ）
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※今後も、アーティストの方をはじめ様々な分野で活躍さ
れる市民の方を紹介する予定です。ご期待ください！

創作意欲が　

止
ま
ら
な
い

大西民夫さん（室生向渕）▶
仲間とクラブ活動をしています。自然
や登山撮影が好きで、山の風景を前に
待ちきれなくて夜通し歩いたこともあ
ります。出展すると周りからのアドバ
イスが励みになります。

仲浦美好さん（室生砥取）▶
公民館教室がきっかけです。サークル
の仲間とともに描く楽しみと喜びを存
分に感じています。色を重ねていると
想像力と元気が湧いてきます。健康の
ためにも続けていきます。

◀西浦知子さん（榛原赤瀬）
３年前に市展で池田先生の書画を見
て、憧れを持ったのがきっかけです。
今でも先生のような字を書きたい一心
で熱中しています。趣味を通して日常
の中に潤いを感じています。

◀福永敏子さん（榛原あかね台）
16 年前に広報で教室を知りました。
そこで仲間ができて、「創る楽しみ」

「話す楽しみ」を満喫しています。楽
しいから長年続いているんですよ (^^)

▲池田幸子さん（榛原あかね台・市文化協会副会長）
　今回の受賞により日展受賞歴と併せて県展への招待出
展の資格を得ることになりました。今後も引き続き、見
た人が何らかのメッセージを感じてもらえるような作品
づくりをめざします。　
　また文化協会員としても、初心者から誰もが芸術に親
しめる環境づくりをはじめ、宇陀市がめざす「四季の風
薫る高原の文化都市」の実現に向けて、文化芸術活動を
通して地域の人たちと一緒に宇陀の魅力発信や、人づく
り、豊かな心・純粋な感性を育んでいけたらと思います。

（書芸：第 65 回奈良県展県展賞）

岸本圭司さん（榛原萩原）▶
　海外では「漆」のことを

「ジャパン」と呼ぶそうで
す。その日本を代表する伝
統工芸に携われること、そ
して日本古来の材料と技術
を用いて自分を表現できる
ことに喜びを感じています。
作品作りには多くの工程が
あり苦労もありますが、先
人の方の積み重ねてきた技
術と指導のおかげで今日が
あることに感謝しています。
これからも、伝統工芸とい
う誇りを持って創作してい
きたいです。
　みなさんにも機会があれ
ば、作品を見て感想を言っ
ていただきたいですし、日
本の伝統工芸に関心を持っ
ていただけたらと思います。

（漆芸：第 61 回日本伝統工芸展入選）

◀福西良一さん（榛原萩原）
　退職後、当時榛原町の文化教室
の竹工芸を見学し、花籠や盛籠の
竹の特性を生かした「しなやかな
美しさ」に惹かれました。
　学ぶほどに編み方や着色による
色彩効果など奥が深く、時間を忘
れるほど熱中することもありま
す。それがとても楽しく、今では
生きがいになっています。
　これからも日本の工芸界を代表
する伝統工芸展に出品することを
目標に、守破離の精神で創作活動
を続けていきたいと思っていま
す。（木竹工：第61回日本伝統工芸展入選）

土口 啓さん（榛原天満台東）▶
　学生時代から創作が好きでしたが、退職してから、そ
の思いが再燃しました。今も独学で絵を描いています。
今後も自分の迫力と気力で様々なことに挑戦するととも
に楽しみながら創作活動を続けていきたいです。

（油絵：第 15 回全国公募日美展審査員奨励賞）
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市 選 奨 者 表 彰

➊

　11 月 23 日、市文化会館で「平成 26 年度宇陀市選奨式」が行われ、永年にわ
たり各分野においてご尽力されている方々に選奨状と選奨牌がおくられました。
　式典終了後、記念行事として「宇陀市の将来を担う小学生の作文」の発
表と、菟田野中学校吹奏楽部による演奏が披露されました .
　➊社会福祉の増進に貢献された方
　➋ 12 年以上市議会議員を務められた方
　➌ 12 年以上行政委員会委員等を務められた方
　➍通算して 12 年以上又は連続して６年以上自治会長の職にあった方
　（宇陀市選奨条例記載順）

➊

　

平
成
７
年
12
月
か
ら
12
年
の

長
き
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
、
地
域
福
祉
の

増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 立花正司さん

（榛原萩原）

福田蓮生さん
（室生下田口）

仲尾繁一さん
（室生瀧谷）

清水定心さん
（菟田野松井）

中山一夫さん
（大宇陀五津）

髙橋重明さん
（榛原天満台東1）

小林一三さん
（榛原母里）

玉岡武さん
（榛原萩原）

泉岡正昭さん
（大宇陀小附）

松平三千代さん
（室生）

馬出利夫さん
（室生西谷）

木原弘さん
（榛原額井）

　

平
成
10
年
12
月
か
ら
12
年
の

長
き
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
、
地
域
福
祉
の

増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
12
月
か
ら
12
年
の

長
き
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
、
地
域
福
祉
の

増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
12
月
か
ら
12
年
の

長
き
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
、
地
域
福
祉
の

増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
５
月
に
旧
大
宇
陀

町
議
会
議
員
選
挙
に
当
選
、
以

来
長
き
に
わ
た
り
議
会
議
員
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
５
月
に
旧
榛
原
町

議
会
議
員
選
挙
に
当
選
、
以
来

15
年
の
長
き
に
わ
た
り
議
会
議

員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
62
年
５
月
に
旧
榛
原
町

議
会
議
員
選
挙
に
当
選
、
以
来

27
年
の
長
き
に
わ
た
り
議
会
議

員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
５
月
に
旧
榛
原
町

議
会
議
員
選
挙
に
当
選
、
以
来

20
年
９
か
月
の
長
き
に
わ
た
り

議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
５
月
に
旧
大
宇
陀

町
議
会
議
員
選
挙
に
当
選
、
以

来
15
年
の
長
き
に
わ
た
り
議
会

議
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た

　

平
成
８
年
２
月
よ
り
９
年
10

か
月
間
、
室
生
村
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
と
し
て
、
平
成
22
年

２
月
か
ら
４
年
間
は
市
選
挙
管

理
委
員
会
補
充
員
と
し
て
職
責

を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
４
月
よ
り
平
成
26

年
３
月
ま
で
、
延
べ
26
年
間
に

わ
た
り
室
生
蕨
自
治
会
長
を
務

め
ら
れ
地
域
自
治
の
振
興
と
地

域
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
連
続
し

て
７
年
間
、
榛
原
額
井
自
治
会

長
と
し
て
地
域
自
治
の
振
興
と

地
域
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

➊

➊

➋➋

➋➌

➋

➍

➍

➋
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ぼ
く
は
、
将
来
医
療
関
係
の

仕
事
に
つ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ぼ
く
は
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
病

気
に
か
か
り
入
院
し
て
い
ま
し

た
。
ぼ
く
の
記
憶
に
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
頃
の
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
を
見
て
知
り
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
の
ぼ
く
は
せ
ま
い
と

う
明
の
箱
に
入
っ
て
い
ま
す
。

ぼ
く
の
体
に
色
々
な
線
が
つ
い

て
い
て
、
鼻
に
も
く
だ
が
入
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
だ
れ

か
わ
か
ら
な
い
た
く
さ
ん
の
手

が
は
こ
の
中
に
入
っ
た
り
出
た

り
。
お
母
さ
ん
の
声
、
知
ら
な

い
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
ぼ
く
は

し
ん
ど
そ
う
で
し
た
。
毎
日
ビ

デ
オ
で
撮
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

生
ま
れ
て
す
ぐ
元
気
が
な
か
っ

た
ぼ
く
に
箱
の
外
に
で
る
日
が

き
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
、
病
院

の
先
生
、
看
ご
師
さ
ん
が
と
っ

て
も
う
れ
し
そ
う
で
す
。
ニ
コ

ニ
コ
し
て
い
ま
す
。
元
気
に

な
っ
た
ん
だ
。
と
わ
か
り
ま
し

た
。
箱
の
中
に
入
っ
て
く
る
手

は
、
ど
れ
も
あ
た
た
か
そ
う
な

手
で
し
た
。
ぼ
く
は
、
み
ん
な

に
救
っ
て
も
ら
え
た
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。
今
は
、
あ
た
り
ま

え
の
よ
う
に
元
気
に
過
ご
せ
て

い
る
け
れ
ど
、
ぼ
く
の
こ
と
を
、

24
時
間
病
院
の
方
た
ち
が
み
て

く
れ
た
か
ら
、
元
気
に
な
っ
た

ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
と
感
謝
し
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
」

こ
の
言
葉
っ
て
と
っ
て
も
に
こ

や
か
に
な
れ
ま
す
。
そ
の
時
、

ぼ
く
は
、

「
病
気
の
人
を
救
う
仕
事
に
つ

き
た
い
」

と
思
い
、
今
は
ま
だ
何
か
は
、

は
っ
き
り
と
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
命
を
救
う
仕
事
に
関
わ

り
た
い
。
そ
し
て
し
ん
ど
い
人

を
笑
顔
に
さ
せ
て
あ
げ
れ
る
仕

事
に
つ
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
か

ら
は
も
っ
と
い
っ
ぱ
い
勉
強
し

な
い
と
い
け
な
い
し
、
家
族
や

友
達
、
困
っ
て
い
る
人
に
や
さ

し
く
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。
こ
の
夢
に
む
か
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

「
将
来
の
夢
」

後
岡　
佑
哉
さ
ん
（
大
宇
陀
小
６
）

　

夏
休
み
に
榛
原
総
合
体
育
館
・

美
榛
苑
を
利
用
し
て
お
こ
な
わ
れ

た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
合
宿
に
参
加

し
ま
し
た
。
毎
年
奈
良
県
の
私
立

高
校
が
何
校
か
集
ま
っ
て
合
同
で

合
宿
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
私
は

初
め
て
練
習
に
参
加
し
ま
し
た
。

「
暑
い
け
れ
ど
、
奈
良
市
内
に
比

べ
た
ら
榛
原
は
す
ず
し
い
な
ぁ
」

と
、
合
宿
に
参
加
さ
れ
た
高
校
生

が
話
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
毎
日

榛
原
で
生
活
し
て
い
る
の
で
、
榛

原
の
良
い
と
こ
ろ
が
あ
ま
り
わ
か

り
ま
せ
ん
。
い
つ
も
体
育
館
へ
の

移
動
は
車
で
送
っ
て
も
ら
う
の
で

気
づ
か
な
か
っ
た
け
ど
、
走
っ
て

み
る
と
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
と
て
も

良
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
り
ま
し

た
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
室
内
競
技

で
、
じ
き
ゅ
う
力
が
決
め
手
と

な
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
シ
ャ
ト
ル

も
軽
い
の
で
少
し
の
風
で
も
え
い

き
ょ
う
を
受
け
る
の
で
、
夏
で
も

窓
も
カ
ー
テ
ン
も
閉
め
て
試
合
を

行
な
い
ま
す
。
そ
ん
な
か
こ
く
な

ス
ポ
ー
ツ
を
宇
陀
市
の
よ
う
な
緑

に
囲
ま
れ
空
気
も
よ
ご
れ
て
い
な

い
環
境
で
出
来
る
の
は
、
と
て
も

幸
せ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
県
外
の
試
合
に
も
よ
く

行
き
ま
す
。
遠
せ
い
は
朝
が
早

く
帰
り
が
お
そ
く
な
る
け
れ
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
旅
行
気
分
に
な
れ

る
の
で
楽
し
い
時
間
で
も
あ
り
ま

す
。
山
形
に
行
っ
た
時
は
榛
原
以

上
に
降
り
積
も
っ
た
雪
に
と
っ
て

も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

宇
陀
市
に
は
体
育
館
以
外
に

ド
ー
ム
型
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
グ
ラ

ン
ド
な
ど
良
い
し
せ
つ
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
の

練
習
を
し
て
い
る
選
手
が
国
道
を

走
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
し

て
い
る
私
は
宇
陀
市
が
ス
ポ
ー
ツ

で
発
展
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
な
ぁ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
試
合
や
練

習
で
宇
陀
市
に
来
た
人
が
「
宇
陀

市
っ
て
い
い
な
ぁ
」
と
感
じ
ま

た
行
き
た
い
な
ぁ
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
市
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
宇
陀
市
の
名
前
を

県
内
、
全
国
に
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
私

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
が
ん
ば
っ
て

チ
ー
ム
の
名
前
を
有
名
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

宇
陀
市
っ
て
い
い
な鈴

木　
沙
也
夏
さ
ん
（
榛
原
東
小
6
）

　　

私
は
、
宇
陀
市
を
発
展
さ
せ
る

為
に
、「
観
光
」
に
宇
陀
市
全
体
で

力
を
入
れ
る
可
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

何
故
な
ら
、
宇
陀
市
に
は
沢
山

の
歴
史
あ
る
建
造
物
や
史
跡
が
あ

る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
私
の
家
の

近
く
に
も
、
樹
齢
約
三
百
年
の
垂

れ
桜
が
美
し
い
「
大
野
寺
」、
五
重

塔
や
石
南
花
（
し
ゃ
く
な
げ
）
の

花
で
有
名
な
「
室
生
寺
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
私
が
知
っ
て
い
る
中

で
も
宇
陀
市
は
、
奈
良
市
の
東
大

寺
や
興
福
寺
に
も
負
け
な
い
く
ら

い
の
価
値
が
あ
る
も
の
が
沢
山
存

在
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
す

が
宇
陀
市
は
そ
れ
ら
の
も
の
を
上

手
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
て
い
な
い
よ

う
に
私
は
感
じ
ま
す
。
宇
陀
市
を

上
手
に
ア
ピ
ー
ル
出
来
れ
ば
、
必

ず
宇
陀
に
訪
れ
る
観
光
客
の
数
は

今
よ
り
も
っ
と
増
え
る
は
ず
で
す
。

観
光
客
が
増
え
れ
ば
宇
陀
市
は
賑

や
か
に
な
っ
て
活
気
付
き
、
観
光

客
の
為
の
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
な

ど
に
関
係
す
る
仕
事
も
増
え
、
そ

の
結
果
人
口
も
増
え
て
宇
陀
市
の

発
展
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
に
伴
っ
て
、
現
在
減
少
傾
向
に

あ
る
子
供
の
数
も
増
え
る
は
ず
で

す
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
、「
小
説
家
」

に
な
る
こ
と
で
す
。
私
が
将
来
、

小
説
家
に
な
っ
て
物
語
を
書
く
こ

と
に
な
っ
た
ら
、
宇
陀
市
を
舞
台

に
し
た
長
編
小
説
を
書
き
た
い
で

す
。
例
え
ば
私
は
、
主
人
公
の
あ

る
小
学
生
が
偶
然
見
つ
け
た
古
い

書
物
を
基
に
、
宇
陀
市
の
謎
を
解

き
明
か
し
て
い
く
と
い
う
粗
筋
の

小
説
を
書
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
小
説
に
は
室
生
寺
や
大
野
寺

石
仏
、
向
淵
ス
ズ
ラ
ン
群
落
な
ど

宇
陀
市
の
国
宝
・
天
然
記
念
物
も

登
場
さ
せ
、
そ
れ
を
小
説
を
通
し

て
沢
山
の
人
に
知
っ
て
貰
い
、
又
、

実
際
に
見
に
来
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
も
し
本
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
っ
て
映
画
化
が
決
定
し
た
ら

宇
陀
市
は
ロ
ケ
地
に
な
り
、
観
光

客
も
増
え
て
観
光
業
が
盛
ん
に

な
っ
て
移
り
住
む
人
も
増
え
る
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
私
は

「
観
光
」
が
宇
陀
市
を
発
展
さ
せ
る

た
め
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
考
え

ま
し
た
。
私
は
、
宇
陀
市
に
訪
れ

る
観
光
客
が
増
え
る
切
っ
掛
け
に

な
る
よ
う
な
物
語
を
書
く
こ
と
が

で
き
る
小
説
家
に
な
り
た
い
で
す
。

宇
陀
市
を
発
展
さ
せ
る
、
夢
プ
ラ
ン

藤
田　
亜
香
里
さ
ん
（
室
生
西
小
6
）
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み
な
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
応
援
し
ま
す
！

平
成
27
年
度
宇
陀
市
ま
ち
づ
く
り
活
動
応
援
補
助
金
事
業
を
募
集

　

市
民
活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と
し
て
活

動
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
経
費

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

産
業
・
も
の
づ
く
り
・
観
光
振
興

な
ど
、
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
提
案
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
期
間
】

１
月
５
日
（
月
）
～
２
月
27
日
（
金
）

【
補
助
の
対
象
と
な
る
団
体
】

　

対
象
と
な
る
団
体
は
、
次
の
要

件
の
全
て
に
該
当
す
る
も
の
。

①
市
内
で
主
に
活
動
し
、
３
人
以

上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
う
ち

半
数
以
上
が
市
内
に
在
住
、
在

勤
ま
た
は
在
学
）

②
定
款
、規
約
、会
則
な
ど
が
あ
り
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る

③
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、
営
利

を
目
的
と
し
な
い
団
体
で
あ
る

【
補
助
の
対
象
と
な
る
事
業
】

　

市
内
に
お
い
て
補
助
の
対
象
と

な
る
団
体
が
実
施
す
る
新
規
ま
た

は
既
存
の
活
動
の
拡
充
と
な
る
自

主
的
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
。

①
産
業
・
も
の
づ
く
り
の
振
興 

②

観
光
振
興 

③
健
康
・
福
祉
の
推
進
、

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
推
進 

④
芸

術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
生
涯
学

習
の
振
興 

⑤
景
観
美
化
、
環
境
保

全
、
地
域
の
安
全
推
進 

⑥
そ
の
他

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業

【
事
業
期
間
】

　

原
則
と
し
て
１
年
限
り
の
事
業

（
平
成
28
年
３
月
末
ま
で
に
完
了
す

る
事
業
が
対
象
）

【
補
助
金
の
交
付
額
】

　

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
の
総

額
か
ら
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
収
入
を
差
し
引
い
た
額
と

し
、
50
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

【
募
集
要
領
お
よ
び
申
請
に
必
要
な
書
類
】

　

ま
ち
づ
く
り
支
援
課
、
各
地
域

事
務
所
ま
た
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

【
審
査
の
基
準
】

①
新
規
性
、②
公
益
性
、③
必
要
性
、

④
実
現
性
、
⑤
発
展
性
の
５
つ
の

視
点
か
ら
事
業
を
審
査
し
ま
す
。

※
事
業
を
実
施
す
る
団
体
の
名
称
・

代
表
者
・
事
業
内
容
な
ど
を
広
報

う
だ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

ま
す
。
ま
た
、
事
業
完
了
後
は
実

績
も
公
表
し
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
、
平
成
27
年
度
予

算
成
立
後
、
速
や
か
に
補
助
事
業

を
開
始
で
き
る
よ
う
事
前
に
募
集

手
続
き
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

平
成
27
年
度
予
算
成
立
が
前
提
で
、

補
助
事
業
の
内
容
な
ど
に
変
更
が

あ
り
得
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
（
複
数
年
に
わ
た

る
事
業
な
ど
）、
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（U
RL:http://w

w
w

.city.uda.
nara.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課

（
☎
82
・
３
９
１
０
／
IP
☎
88
・
９
０
９
４

市
地
域
活
性
化
施
設
（
有
害
獣
肉
利
活
用
施
設
）

運
営
に
係
る
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
参
加
者
募
集

　

市
で
は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
よ

り
捕
獲
さ
れ
た
獣
肉
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
現
状
を
調
査
し
、
利
活

用
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

す
る
た
め
、
平
成
25
年
度
に
有
害

獣
（
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
）
の
利
活

用
可
能
性
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
解
体
処
理
施
設
の
有
用

性
と
地
域
活
性
化
施
設
と
し
て
の
可

能
性
お
よ
び
発
展
性
が
見
込
め
る
た

め
、
左
記
の
と
お
り
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
、
設
置
地
域
と

運
営
主
体
を
選
定
し
ま
す
。

【
参
加
資
格
者
】

①
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
市
内
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
事
業
者
で
、
宇

陀
市
地
域
活
性
化
施
設
（
有
害

獣
肉
利
活
用
施
設
）
を
運
営
す

る
意
志
が
あ
る
こ
と

②
施
設
用
地
（
建
築
面
積
１
０
０

㎡
以
上
）
の
提
案
と
調
整
が
で

き
る
こ
と

③
地
域
住
民
の
充
分
な
理
解
と
同

意
が
得
ら
れ
る
こ
と

【
応
募
方
法
】
企
画
提
案
書
（
実
施

方
針
・
運
営
方
法
・
地
域
条
件
な

ど
を
記
入
）、
施
設
設
置
場
所
位
置

図
の
提
出
お
よ
び
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（U
RL:http://w

w
w

.city.uda.
nara.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
応
募
期
間
】

１
月
13
日（
火
）～
３
月
６
日（
金
）

【
提
出
先
お
よ
び
提
出
方
法
】

農
林
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

〒
６
３
３・
０
２
９
２　

榛
原
下
井

足
17
番
地
の
３　
農
林
課

問
農
林
課

（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）

【交付申請の提出】
1 月 5 日（月）～ 2 月 27 日（金）

【書類審査】3 月上旬

【公開プレゼンテーション】
3 月 22 日（日）〈予定〉

【補助金交付決定通知】
最終審査終了後、団体代表者宛に
書面にて通知

【事業の実施】
4 月～平成 28 年３月

【実施報告書の提出】
事業が終了次第

【補助金の交付】

◇補助金交付までの流れ◇

▼

▼

▼

▼

▼

▼

【公募型プロポーザル企画提案の
募集開始・受付】

1 月 13 日（火）

【質問書提出締め切り】
２月 13 日（金）

【企画提案書の締め切り】
3 月 6 日（金）

【企画運営計画の選定】

◇スケジュール◇

▼

▼

▼

▼

【プレゼンテーション】
3 月下旬
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◇ 宝くじ助成金で備品などを購入 ◇
　一般財団法人　自治総合センターでは宝くじの社会貢献広報事業としてコミュニティ活動に必要な備品の整備
など活力ある地域づくりに対して助成を行い、地域コミュニティ活動の発展に寄与することをめざしています。
　今回、この助成を受けた団体は、おおうだ南部地域まちづくり協議会、大宇陀小附一区自治会、
菟田野古市場自治会、榛原天満台西２丁目自治会、室生連合自治会の５団体です。
助成を受けられた団体は、この助成金を活用して地域のコミュニティ活動の活性化を図るための
備品整備や、祭用備品の整備などを行いました。
【おおうだ南部地域まちづくり協議会】

【菟田野古市場自治会】

【大宇陀小附一区自治会】

【榛原天満台西２丁目自治会】

【室生連合自治会】



薬
草
逍
遥（
や
く
そ
う
し
ょ
う
よ
う
）

毎
回「
薬
草
」に
関
わ
る
内
容
を
連
載
で
お
届
け
す
る

コ
ラ
ム
で
す
。

問　企画課  ☎82・1362 ／ IP☎88・9074

み
ん
な
の
手
で
ま
ち
づ
く
り

新
た
な
絆
　ま
ち
づ
く
り
協
議
会
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❶
「
市
長
と
語
る
ふ
れ
あ

い
ト
ー
ク
」
を
開
催

～
内
牧
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
～

　

内
牧
地
域
ま
ち
協
は
、
昨
年
の
1
月
19

日
、
10
自
治
会
を
軸
に
各
種
団
体
か
ら
の

構
成
に
よ
り
設
立
。
早
1
年
が
経
過
し
ま

し
た
。

　

内
牧
地
域
は
、
約
５
５
０
世
帯
、
約

１
３
０
０
人
か
ら
な
り
、
四
季
折
々
の
風

景
が
美
し
く
、
古
く
は
伊
勢
本
街
道
の
宿

場
町
と
し
て
栄
え
、ま
た
桜
の
名
所
と
な
っ

て
い
る
佛
隆
寺
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

有
す
る
地
域
で
す
。
し
か
し
少
子
高
齢
化

の
波
は
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
例
外
で
は

な
く
、
高
齢
化
率
は
実
に
41
％
を
超
え
て

No.30

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

11
月
8
日
に
は
、
た
か
ぎ
ふ
る
さ
と
館

に
お
い
て
、
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
を
開
催
。

当
日
は
、
ま
ち
協
役
員
は
じ
め
地
域
住
民

約
40
名
と
市
か
ら
は
市
長
お
よ
び
関
係
職

員
が
出
席
。「
市
が
求
め
る
ま
ち
協
の
あ
り

方
―
内
牧
地
域
ま
ち
協
に
求
め
る
も
の
―
」

を
テ
ー
マ
に
市
か
ら
の
説
明
に
は
じ
ま
り
、

地
域
や
ま
ち
協
が
抱
え
る
問
題
点
と
そ
の

解
決
策
な
ど
、
市
と
参
加
者
が
意
見
を
交

わ
し
な
が
ら
相
互
に
共
通
認
識
を
深
め
ま

し
た
。

　

中
で
も
、
地
域
活
性
化
や
観
光
事
業
そ

し
て
今
後
の
ま
ち
協
の
活
動
な
ど
に
つ
い

て
、
熱
意
と
夢
が
あ
ふ
れ
る
意
見
が
出
さ

れ
、
普
段
は
、
な
か
な
か
市
長
と
ふ
れ
あ

う
と
い
う
場
が
少
な
い
事
か
ら
、
大
変
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
地
域
の
課
題
解
決
･
活
性
化
に

向
け
て
地
域
（
ま
ち
協
）
と
行
政
と
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
地
域
や
市
が
元

気
に
な
れ
る
よ
う
魅
力
あ
る
ま
ち
を
め
ざ

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
災
防
犯
部
会
救
急
講
演
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　（
菟
田
野
ま
ち
協
）

　

防
災
防
犯
部
会
で
は
、
11
月
30
日
に
、

「
救
急
で
す　

あ
な
た
は
冷
静
に
対
応
で

き
ま
す
か
」
の
演
題
で
講
演
会
を
開
催
。

地
域
の
人
々
が
、
日
頃
か
ら
少
し
で
も
救

急
に
対
し
て
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
し
、

万
が
一
の
場
合
に
備
え
て
、
少
し
で
も
冷

静
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
と
企
画
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
72
名
が
参
加
。
通
報
時
に
は
、

あ
わ
て
ず
・
冷
静
に
・
的
確
に
対
応
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、

最
後
に
は
本
番
さ
な
が
ら
の
１
１
９
番
通

報
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
部
会
で
は
、
訓
練
や
研
修
を
計

画
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
笠
間
ふ
る
里
再
発
見

　
　
　
　
ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
催
　
　

　
　
　
　
　
　（
笠
間
地
区
ま
ち
協
）

　　
「
豊
か
な
自
然
と
歴
史
を
大
切
に
す
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
笠
間
地
区
ま
ち
協

で
は
、
11
月
16
日
に
「
笠
間
ふ
る
里
再
発

見
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
開
催
。
約
40
名
の
参

加
者
が
深
ま
る
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
地
域
内
の
名
所
・
旧
跡

を
再
発
見
す
る
も
の
で
、
手
づ
く
り
の
マ
ッ

プ
を
手
に
、
旧
笠
間
小
か
ら
深
野
地
区
ま

で
の
道
の
り
を
散
策
。
途
中
、
山
道
の
通
学

路
に
往
時
を
懐
か
し
む
一
方
、
荒
廃
が
進
む

山
田
の
風
景
に
寂
し
さ
を
感
じ
る
場
面
も
。

　
深
野
地
区
で
は
、
絵
に
な
る
里
山
風
景

を
満
喫
。
地
域
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

の
も
と
「
今
で
は
地
域
内
外
の
交
流
が
深

ま
っ
て
い
る
」
と
の
地
元
ガ
イ
ド
か
ら
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。　

　

参
加
者
か
ら
は
、「
改
め
て
ま
ち
協
が

め
ざ
す
方
向
が
理
解
で
き
、
お
互
い
の
交

流
が
深
ま
っ
た
」と
満
悦
の
様
子
で
し
た
。



薬
草
逍
遥（
や
く
そ
う
し
ょ
う
よ
う
）

毎
回「
薬
草
」に
関
わ
る
内
容
を
連
載
で
お
届
け
す
る

コ
ラ
ム
で
す
。

問　企画課  ☎82・1362 ／ IP☎88・9074

み
ん
な
の
手
で
ま
ち
づ
く
り

新
た
な
絆
　ま
ち
づ
く
り
協
議
会

〜
薬
草
料
理
教
室
（
第
２
回
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た
～

▲
教
室
の
様
子

◀
銀
杏
、
野
菜
の
美
肌
お
か
ら
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❷�
記
紀
・
万
葉
の
時
代
の
原
風

景
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら

　
　
　
～
宇
陀
市
の
神
話
を
考
え
る
会
～

　

宇
陀
市
の
神
話
を
考
え
る
会
は
、
平
成

24
年
７
月
、
歴
史
的
文
化
の
探
求
を
通
じ

て
宇
陀
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
結
成
し
ま
し
た
。

　
「
宇
陀
」
は
、
国
づ
く
り
の
は
じ
ま
り
の

地
で
、
多
く
の
古
事
記
・
日
本
書
紀
ゆ
か
り

の
地
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
数
多
く
の
万
葉

歌
が
詠
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
「
宇
陀
の
魅
力
」
の
再
認
識
と

活
用
を
図
り
、
市
内
外
に
広
く
発
信
す
る

こ
と
で
、
多
く
の
方
に
宇
陀
を
訪
れ
て
い

た
だ
く
た
め
、
宇
陀
市
を
知
る
「
き
っ
か

け
（
仕
掛
け
）
と
な
る
事
業
」
を
展
開
し

た
い
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
古
事
記
が
完
成
し
て
か
ら

１
３
０
０
年
を
迎
え
、
奈
良
県
と
宇
陀
市

の
「
記
紀
・
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
節
目
の
年
で
し
た
。

そ
こ
で
、
本
会
で
は
昨
年
と
今
年
の
2
か

年
に
わ
た
り
宇
陀
市
ま
ち
づ
く
り
活
動
応

援
補
助
金
の
採
択
を
受
け
、
様
々
な
催
し

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
に
は
市
文
化
会
館
に
お
い
て

「
親
子
古
事
記
講
座
」
と
「
神
武
の
足
跡
講

演
会
」
を
開
催
。
当
日
は
、
宇
陀
に
お
け

る
神
武
伝
承
地
で
あ
る
伊
那
佐
山
な
ど
を

鳥
瞰
図「
神
武
天
皇
聖
跡
図
絵
」を
活
用
し
、

ス
ト
ー
リ
ー
感
あ
ふ
れ
る
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
９
月
に
は
現
地
講
座
と
し
て

東
吉
野
村
か
ら
菟
田
野
・
大
宇
陀
に
か
け

て
神
武
伝
承
地
を
巡
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
11
月
30
日
に
皇
學
館
大
学

　

11
月
19
日
に
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、餅
田
雅
子
氏（
大
和
薬
膳
料
理
教
室
主
宰
）

を
招
き
、
市
食
生
活
改
善
推
進
員
を
対
象
と

し
た
第
2
回
目
の
薬
草
料
理
教
室
を
開
催
。

　

今
回
は
、
市
内
で
栽
培
さ
れ
た
大
和
ト
ウ

キ
の
葉
、
ア
ケ
ビ
、
11
月
号
で
紹
介
し
た
銀

杏
を
利
用
し
た
料
理
【
◆
大
和
ト
ウ
キ
の
バ

ナ
ナ
パ
ン
ケ
ー
キ
◆
炒
り
米
と
三
分
蒸
し
大

和
ト
ウ
キ
の
薬
草
茶
◆
ア
ケ
ビ
と
キ
ク
ラ
ゲ
、

カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
で
お
か
ら
の
お
焼
き
餅
◆

手
作
り
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
で
ヘ
ル
シ
ー
銀
杏
、

野
菜
の
美
肌
お
か
ら
ピ
ザ
】
４
品
が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
効
能
が
あ
り
ま
す
。ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
レ
シ
ピ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

文
学
部
教
授
の
岡
田　

登
先
生
を
講
師
に

迎
え
現
地
講
座
と
し
て
榛
原
地
域
に
お
け

る
神
武
伝
承
地
（
八
咫
烏
神
社
・
菟
田
川

の
朝
原
伝
承
地
・
丹
生
神
社
・
墨
坂
伝
承
地
・

墨
坂
神
社
）
巡
り
を
開
催
。
約
40
名
の
参

加
者
は
、
そ
の
時
代
の
原
風
景
に
思
い
を

馳
せ
な
が
ら
現
地
の
自
然
を
体
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

運
営
に
携
わ
る
会
員
は
現
在
28
名
。
一

過
性
の
事
業
で
は
な
く
、年
度
ご
と
の
テ
ー

マ
を
決
め
て
、
市
内
の
記
紀
・
万
葉
ゆ
か

り
の
地
を
学
ん
で
い
き
た
い
、
ま
た
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
参
加
で
き
る
よ
う

な
仕
掛
け
も
講
じ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
り
感
じ
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
郷
土
に
誇
り
と
愛
着
が
持
て
る
も

の
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

活動に興味のある方からの連絡をお待ちしています。
問宇陀市の神話を考える会

〒 633-2213　菟田野上芳野 45番地の 1
☎ 84・2637（事務局長　尾崎）

宇
陀
市
薬
草
料
理
教
室
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アルミレーキをいただきました
大宇陀ツウィンズより寄贈

10 月 23日

　平成４年から平成 25 年までの長きにわたり少年野
球チームとして活躍された「大宇陀ツウィンズ」より、
感謝の意味を込めてアルミレーキ 69 本を寄贈いただ
きました。市内各運動場に設置し、グランド整備のた
めに大切に使用
させていただき
ます。

指導員・調査員として長年従事された方々に
県統計功労者表彰を受賞

11 月 18日
　「平成 26 年度奈良県統計功労者表彰式」（春日野荘
開催）において、各省庁が実施する統計調査に長年に
わたり指導員や調査員として従事された方々が表彰さ
れました。市からは、次の方々が表彰されました。
知事表彰
　森畑眞司さん
奈良県統計協会会
長表彰
　寺田美智子さん

陸上競技大会　ソフトボール投げ
全国障害者スポーツ大会で優勝

11 月 1日～ 3日
　障害のある選手が競技等を通じ、ス
ポーツの楽しさを体験するとともに、
国民の障害に対する理解を深め、障が
いのある方の社会参加の推進を図る
ことを目的とした「第 14 回全国障害
者スポーツ大会長崎がんばらんば大
会」（長崎県）に、県代表として出場

された露口祐也さん（心境荘苑）が、ソフトボール投げで
73m91 という好記録で優勝されました。

1 戦ごとに一喜一憂
第 8回囲碁大会を開催　 11 月 15日
　室生福祉保健交流センターで囲碁大会が行われ、44
名が参加しました。結果は次のとおりです。（敬称略）
Aクラス（三段以上）優勝：村田好男（七段 榛原）　２位：
辻好夫（五段 大宇陀）　３位：田波雅幸（三段 室生）４位：
岡本政文（四段 榛原）５位：杉山亙（四段 榛原）
B クラス（二段以下）優勝：森壽（３級 榛原）２位：中垣
俊一（２級 榛原）３位：楠田政美（二段 榛原）４位：山村
隆彦（二段 榛原）５位：山本信孝（初段 榛原）

　奥田さん（菟田野平井）は、昭
和 39 年から平成 13 年までの長
きにわたり奈良県警に勤務されま
した。
　主に、交通警察部門の警衛警護
にあたられ、天皇陛下や各皇族の
方々が来県された際、その身辺の
安全を守る仕事に従事されました。
また、奈良国立博物館開催の正倉
院展の物品運搬時の警備など、警
察活動を適切かつ効果的に推進す
るためご尽力されました。

　大神さん（榛原天満台西 3）は、
昭和 38 年から平成 16 年までの長
きにわたり大阪府警に勤務されま
した。
　主に、刑事部捜査第２課の知能
犯係において、汚職、詐欺犯罪の
摘発、選挙違反取締りなどの捜査
関係に従事されました。
　地域の安全と平穏を守るため、
市民の生活を脅かす知能犯罪及び
社会の公正を害する犯罪の摘発に
向けて日夜ご尽力されました。

瑞宝双光章
（警察功労）

大神尋喜さん
（元大阪府警部）

瑞宝単光章
（警察功労）

奥田義行さん
（元奈良県警部補）

秋の叙勲 おめでとうございます

【訂正とお詫び】
広報うだ 12 月号 P16「まちのわだい」の、藤田さん
が市長を表敬訪問の記事中に誤りがありました。
　訂正しお詫び申し上げます。

【誤】外交官以外の日本人として初めて…
【正】日本人として初めて…
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　明けましておめでとうございます。
今年の干支「未」には“まだ伸びきら
ない木の芽”、つまり、これからの成長
という意味が隠されています。今年を
どんどん成長する一年にしたいですね。
そこで、今年の年女こひつじあやさん
の詩をご紹介します。
「ゆめいっぱい」　―こひつじ　あや―
　たんぽぽの　わたげになって
　とんだ　ゆめを　みました
　とんで　とんで　ちゅうがえり
　とんで　とんで　かけあがり
　そらいっぱいに　ひろがった
　めがさめて　みあげると…
　あ、あそこに
　くもになった　わたしが！
　そらたかくとべ　わたしのゆめ！
『のはらうたわっはっは』工藤直子著より

『週末田舎暮らしの便利』
金子美登　著
出版：成美堂出版

　青い空のもと、新鮮な空気を吸い、畑を
耕す。家族が食べる野菜は、自分たちで育て、
薪や炭で、火を眺めながら調理する。田舎
暮らしをするときに、やってみたいことや、
知っておくと便利なことを中心に紹介。

（大宇陀図書館所蔵）

1 月の休館日　1～ 4・6・12・13・20・27日
中央図書館　☎ 82・4749・IP 88・9110
大宇陀図書館　☎ 83・0977( 代 )
おはなし会やその他のお知らせは P24

『らくごで笑児科』
斉藤　洋　作
陣崎　草子　絵
出版：偕成社

　これからするのは、おかしな病院の小児
科、じゃなくて、笑児科にいった一郎くん
のお話。ある日、入院しているおじいちゃ
んのおみまいにいくと…。病院が舞台の創
作落語全 7 話を収録。（大宇陀図書館所蔵） 

食生活改善事業功労者として
厚生労働大臣表彰を受賞　　　  11 月 20日
　このたび、市食生活改善推進員協議会会長の仲浦好美さんが、
平成 26 年度栄養功労者の厚生労働大臣表彰を受賞され、報告
に竹内市長を表敬訪問されました。この賞は食生活改善活動を
長年にわたって積極的に推進し、その功績が顕著な個人や団体
におくられるもので、今回の受賞は仲浦さんの食を通じた健康づ
くりの普及活動が認められたものです。
　仲浦さんは、「食推の仲間や
周囲の方々の支えがあったか
らと感謝しています。『私たち
の健康は私たちの手で』をス
ローガンに、地産地消の推進
と郷土食の伝承などの食推活
動に今後も励み元気発信して
いきます」と語られました。

第 34回全国豊かな海づくり大会～やまと～
作文・習字コンクール入賞�        11 月 19日
　山・川・海の豊かな自然の恵みを未来に引き継ぐため、健
全な水循環の形成を全国に発信する「全国豊かな海づくり大
会」で、行事の一環として募集されたコンクールの部で入賞
された方々の表彰式が 11 月 16 日大淀町文化会館で行われま
した。受賞報告に竹内市長を表敬訪問されました。（敬称略）
◇作文コンクール（小学校高学年の部）
大会会長賞：梅本麻瑚（室生西小５）「守ろう！きれいなままで」
県知事賞：勝村文音（室生西小５）「守りたい室生の自然」
◇習字コンクール（小学校低学年の部）
県教育委員会教育長賞：水野亜柚（大宇陀小３）課題「みず」

陸上競技大会　砲丸投げ・円盤投げ
ジュニアオリンピック出場�  11 月 19日
　　「第 45 回ジュニアオ
リンピック陸上競技大会」

（10 月 31 日～ 11 月２日：
日産スタジアム開催）に、
奈良県代表として、三田穂
貴さん（大宇陀中 2 年）と
松本奈夕さん（室生中３年）
が出場されました。2 人は、大会の結果報告のため竹内市長を
表敬訪問されました。
[ 大会結果 ]
三田さん：B 男子　砲丸投　1 位（16m29）
松本さん：ABC 女子共通　円盤投　5 位（33m10）

前列左から：廣瀬校長、梅本さん、勝村さん、水野さん、岡崎校長



○事務職（正職員）1名
　対象者：�昭和 50 年 4 月 2 日以降に生まれ、病院にお

いて３年以上の医事業務経験のある人
　採用試験：筆記試験・小論文・面接　試験日：後日連絡
　提出書類：履歴書、職務経歴書、有資格者は資格証明書の写し

○理学療法士（正職員）３名
　対象者：�昭和 54年４月２日以降に生まれ、資格を有する人
　採用試験：小論文・面接　試験日：後日連絡します
　提出書類：履歴書、資格証明書の写し

○非常勤医師（消化器内科・呼吸器内科）
○作業療法士（正職員）
○事務・電話交換員（パート）も募集中です。
詳しくはホームページを広報うだ12月号をご覧ください。
★問い合わせ・申し込み：経営企画課
　　　 　　（土・日・祝を除く午前９時～午後５時）

　
　
　
　
　
　

 

新
年
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

院
長　
仲
川
喜
之

　　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
は
病
院
開
設
60
周
年
の
節
目

の
年
に
あ
た
り
、「
病
院
ま
つ
り
」
を

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ

ろ
、
約
１
，
３
０
０
名
も
の
市
民
の
皆

さ
ま
に
ご
来
院
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ま
の
市
立
病
院
に
対
す
る
関
心
の

深
さ
を
改
め
て
知
ら
さ
れ
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
4
月
に
「
診
療
報
酬

改
定
」
が
行
わ
れ
重
点
項
目
と
し
て

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
推

進
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、「
地
域

の
方
々
に
、
人
生
の
最
後
ま
で
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
」

を
目
的
に
考
え
ら
れ
た
シ
ス
テ
ム

で
す
。
具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら
増

加
す
る
病
気
が
ち
な
高
齢
の
方
々

が
、
病
院
に
長
期
間
入
院
さ
れ
る

こ
と
を
避
け
、
病
状
が
比
較
的
安

定
し
て
い
る
時
は
で
き
る
だ
け
自

宅
で
療
養
し
て
い
た
だ
き
（
こ
れ

を
「
在
宅
医
療
」
と
呼
び
ま
す
）、

具
合
の
悪
い
時
だ
け
入
院
し
集
中

治
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
、
つ
ま

り
「
時
々
入
院
、
ほ
ぼ
自
宅
」
と

い
う
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
と

い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
自
宅
療
養

（
在
宅
医
療
）
中
は
訪
問
診
察
、
訪

問
看
護
、訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、介
護
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
地
域
が
一
体
と
な
り
患

者
さ
ん
を
支
え
る
こ
と
と
な
り
、
今

ま
で
の
「
病
院
完
結
型
医
療
」
か
ら

「
地
域
完
結
型
医
療
」
へ
と
転
換
が

図
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

宇
陀
地
区
は
奈
良
県
下
で
も
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
取
り
組

み
が
進
ん
で
お
り
、
県
よ
り
モ
デ
ル

地
区
の
指
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

当
院
で
は
昨
年
10
月
、「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
の
中
核
を
な
す
入
院

施
設
と
し
、「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
」

を
県
下
最
大
の
2
病
棟
87
床
開
設
い

た
し
、
病
院
機
能
向
上
に
努
め
て
お

り
ま
す
。　

　

　

現
在
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
機

能
を
充
実
さ
せ
る
た
め
診
療
体
制
の

整
備
を
進
め
て
お
り
、
一
昨
年
15
名

に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
医
師
数
も
、

昨
年
は
4
名
増
の
19
名
と
回
復
し
、

本
年
4
月
に
は
20
名
体
制
と
な
る
予

定
で
す
。
ま
た
昨
年
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
で
は
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
を
増
員
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
一
日
も
早
く

３
６
５
日
24
時
間
、
皆
さ
ま
の
急
変

に
対
応
で
き
る
よ
う
診
療
体
制
の
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
一
年
「
地
域
の
皆
さ
ま
に
愛

さ
れ
支
援
さ
れ
る
病
院
」「
地
域
の

誇
り
と
さ
れ
る
病
院
」
さ
ら
に
「
職

員
一
同
、
誇
り
を
持
っ
て
楽
し
く
働

け
る
病
院
」
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■市立病院職員募集（新卒・随時採用）

【1月の予定】
	 15 日（木）	糖尿病の基礎知識　　　　　（第１回）
	22 日（木）	糖尿病の治療～食事療法～　（第２回）
	29 日（木）	糖尿病の治療～薬物療法～　（第３回）

【時間】午後 2時 30分～【開催場所】北館２階栄養指導室

■糖尿病教室のご案内

■ 12月27日（土）～1月4日（日）休診します
　年末年始の休診日の救急患者の受け入れについては、必
ず事前に電話でお問い合わせください。なお、小児科につ
いては、休診中の対応はできませんのでご了承ください。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
役
割
と
は

 

①
高
度
急
性
期
病
院
か
ら
の
受
け
入
れ

機
能

　

重
篤
な
病
気
で
奈
良
県
立
医
大
や
天
理

よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
等
に
入
院
さ
れ
回
復

し
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
直
接
自
宅
へ
帰
る

に
は
体
力
不
足
で
不
安
が
あ
る
時
に
、
自

宅
復
帰
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
目
的
等
で
入

院
し
て
い
た
だ
く
病
棟

②
当
院
入
院
患
者
さ
ん
の
退
院
支
援
、

退
院
調
整
機
能

　
急
病
や
手
術
目
的
に
て
当
院
に
入
院
さ
れ

回
復
し
つ
つ
あ
る
が
、
自
宅
復
帰
に
も
う
少

し
時
間
が
か
か
る
時
に
、
ゆ
っ
く
り
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
の
養
生
を
し
て
い
た
だ
く
病
棟

③
宇
陀
地
区
の
急
変
患
者
さ
ん
の
受
け

入
れ
機
能

　
宇
陀
地
区
の
市
民
の
皆
さ
ま
や
在
宅
療

養
中
の
患
者
さ
ん
の
容
態
が
急
変
し
た
時

に
入
院
し
て
い
た
だ
く
病
棟

④
レ
ス
パ
イ
ト
（
介
護
休
息
）
入
院
機
能

　
宇
陀
地
区
で
在
宅
療
養
患
者
さ
ん
を
お
世

話
さ
れ
て
い
る
家
族
の
方
が
「
冠
婚
葬
祭
」

や
「
介
護
疲
れ
」
等
の
た
め
、
一
時
的
な
介

護
休
息
（
レ
ス
パ
イ
ト
）
を
希
望
さ
れ
た
時
、

在
宅
患
者
さ
ん
を
一
時
的
に
お
預
か
り
し
お

世
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
病
棟
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病院の休診日：
土・日・祝日・年末年始



「健幸都市“ウェルネスシティ宇陀市”構想」

　みなさん、美味しく食べて、楽しくお喋りして、
　　　　　　　　　おもいっきり笑っていますか？

　健康で毎日いきいきと生活するために心身の健康と
同じく歯と口の健康はとても重要です。最近では、歯
周病菌が全身を巡ってインスリンの活動に障害を起こ
し、糖尿病の原因になることも明らかになり、全身の
健康にも大きく関与しています。
　生涯にわたって歯と口の健康づくりを推進するため
に、妊娠期からの歯科検診や、育ち盛り世代のむし歯
予防、働き盛り世代の歯周疾患予防、更には高齢者の
口腔機能の維持向上と誤嚥性肺炎予防に向けた対策を
推進しています。

　新たな取り組みとして、ホルモンバランスの変化に
よってむし歯や歯周病をおこしやすい妊婦に対して、
無料で歯周疾患検診を実施しています。重度の歯周病
にかかると早産や低体重児出産の頻度が高まる可能性
も報告されています。まだ受診されていない妊婦の皆
さん、ぜひこの機会に宇陀市指定医療機関で歯周疾患
検診を受診してください。
　また、受診機会の少ない35歳～ 39歳の若い世代や、
特定健診の結果、生活習慣病の疑いのある方を対象と
した歯周疾患検診も実施しています。
　みなさん、かかりつけ歯科医院で、毎年１回は歯周
疾患検診と歯のクリーニングで歯周病やむし歯を予防
して、80歳になっても20本以上自分の歯を残しましょ
う。

「歯ッピー生活　美味しく食べて、
楽しく喋り、生涯笑顔！」

問 い 合 わ せ：健 康 増 進 課 （ ☎ 8 2 ・ 3 6 9 2 / I P ☎ 8 8 ・ 9 0 8 7 ）
　 　 　 　 　 　 室 生 福 祉 保 健 交 流 セ ン タ ー （ ☎ 9 2 ・ 5 2 2 0 / I P ☎ 8 8 ・ 9 1 7 5 ）

歯は汚れた食器と同じで、食べてから時間がたつと汚れが落ちにくくなります。
「食べたらみがく」を習慣にしましょう！

【力を入れすぎない】
歯ブラシは、ペンを握るよう
に持つのがおすすめです。無
理な力が入らないので、細か
く動かすことができます。

【毛先を軽く当て小刻みに動かす】
歯ブラシの毛先を歯と歯ぐきの境
目に当てて、小刻みに 10～ 20回
ずつ動かしましょう。

【みがく順番を決める】
あちこちバラバラにみがくのは、
みがき残しの原因になります。み
がく順番を決めましょう。

毎日 20 時からうだチャン 11ch で
『ピカピカ歯みがきの歌』を放送中です

毎 月 1 日 ～ 1 0 日 　 菟 田 野 保 育 所
　  1 1 日 ～ 2 0 日 　 大 宇 陀 幼 児 園
　  2 1 日 ～ 末 日 　 　 榛 原 北 保 育 園

「 歯 と 口 に 関 す る ポ ス タ ー ・ 標 語 」
の 表 彰 式 ・ 展 示 の 模 様 を 放 送 し ま す 。
　 放 送 期 間 ： 1 月 2 1 日 ～ 末 日
※ 放 送 時 間 は 、 P 3 1 を ご 覧 く だ さ い 。

≪１月のウェルネスイベント≫
下記イベントに参加すると、健康ポ
イントが 5 ポイントもらえます！
● 鳥 見 山 で 「 新 年 ご 来 光 祭 り 」
【日時】１月１日（木）午前５時
墨坂神社で初詣
※広報うだ 12 月号 P27 をご覧く
ださい。
● 在 宅 医 療 推 進 講 演 会
　 ～ 最 期 ま で 我 が 家 で 暮 ら し た い ～　
【日時】２月８日（日）午後１時～
【場所】市文化会館
※ P18 をご覧ください

歯 の み が き 方

特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

子
育
て
・
保
健

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

　2015年1月号15
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☆
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
（
申
込
不
要
）

【
対
象
】
市
内
在
住
お
よ
び
里
帰
り
の
就
学
前

の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

【
日
時
】
月
～
金
曜
日
（
土
・
日
、
祝
を
除
く
）

　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

☆
お
話
の
日
（
毎
週
火
曜
日
）

【
時
間
】
午
前
11
時
～
11
時
30
分

♪
リ
ズ
ム
の
日
（
毎
週
木
曜
日
）

　

健
康
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
で
す
。
ポ
イ
ン

ト
を
集
め
て
応
募
し
ま
し
ょ
う
。

【
時
間
】
午
前
11
時
～
11
時
30
分

☆
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
（
申
込
不
要
）

　

公
共
施
設
な
ど
で
遊
び
や
交
流
の
場
を
提

供
し
ま
す
。
子
育
て
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
】
市
内
在
住
お
よ
び
里
帰
り
の
未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者

【
日
時
】午
前
10
時
～
11
時
30
分（
毎
週
水
曜
日
）

【
持
ち
物
】
水
筒

【
対
象
】
市
内
在
住
の
就
学
前
（
小
学
校
入
学

ま
で
）
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

【
日
時
】
１
月
26
日
（
月
）

　
午
後
2
時
15
分
～
（
1
時
間
程
度
）

【
場
所
】
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

【
内
容
】
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
84
・
９
９
２
５
）

☆
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
（
親
子
ふ
れ
あ
い

事
業
）（
申
込
不
要
）

　11 月 18 日、腹話術人形を使って、子育て
に関する講演会を開催しました。
　カルチャーセンターや大学、奈良市のコー
ディネーター研修でご活躍の川松智子先生を
講師にお招きし、どんちゃん人形の他５体の
人形を使いながら様々な角度からお話いただ
きました。
　参加者は、先生の巧みな話術に楽しく笑い、
また、子育ての経験話には涙を流すなど、あっ
という間に時間が過ぎました。
　最後に、自分で作った靴下パペットをお土
産にいただきました。
　参加者から「幼少期の子育ての大切さを改
めて思い直すことができた」「自分の心も大切
にし、子どもの心はもっと大切にしたい」な
どの感想をいただきました。

～腹話術をつかっての講演会を開催～ ～イクメンセミナーを開催～

　11 月 29 日、「NPO 法人パパちから応援隊」の方に
お越しいただき、12 組の参加者とともに「イクメンセ
ミナー」を実施しました。
　パパがお子さんとふれあい遊びを楽しんでいる間、
ママは別室でパパのイクメン度を中心に話し合いまし
た。約 45 分後、パパとママは合流しました。
　最初は、少し照れながらわが子とふれあっていたパ
パも最後には余裕を…。そして、パパに安心して身を
ゆだねるお子さんの姿に、ママたちは、とても温かい
ものを感じることができました。
　「また参加したい」「子どもへの接し方がわかった」「普
段は見ることができない子どもの姿を見ることができ
てよかった」などの感想をパパからいただきました。

　

地
域
に
は
相
談
で
き
る
場
所
や
支
え
合
う

仲
間
が
い
ま
す
。

　

子
育
て
の
こ
と
、
話
し
て
み
る
と
安
心
で

き
ま
す
よ
。

※
詳
し
く
は
、
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
支
援
課

（
☎
82
・
２
２
３
６
／
IP
☎
88
・
９
０
８
０
）



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

子
育
て
・
保
健

　2015年1月号17

子育て支援センター☎84・9925

♪♪♪♪

♪♪♪♪

◎０歳児親子教室
（ばなな）
△なかよしひろば
「つくってあそぼう！」

◎０歳児親子教室
（みかん）

◎０歳児親子教室
（ぱいなっぷる）

リズムの日
(健康ポイント事業）

♪♪♪ リズムの日
(健康ポイント事業）

リズムの日
(健康ポイント事業）

★つどいのひろば
（大宇陀幼児園）

◎１歳児親子教室
（りんご）
★つどいのひろば
（榛原北保育園）

※保健師・家児相談日お話の日

お話の日

※家児相談日

お話の日
（ABCであそぼ）

お話の日

※家児相談日

※家児相談日

5 6 7 8 9

12 13 14 15 16

19 20 21 22 23

26 27 28 29 30

♪♪♪

5 6 7 8 9

12 13 14 15 16

19 20 21 22 23

26 27 28 29 30

♪＝お話の日 ＝リズムの日 ＝相談日※

成人の日

開放開始 リズムの日
(健康ポイント事業）

◎1歳親子教室
（いちご）

◎2歳親子教室
（うさぎ）

★つどいのひろば
（ぬく森の郷）

◎2歳親子教室
（ぱんだ）

♪

11 月 18 日、榛原北保育園の園児たちが市役
所を訪れ、働いている人たちにお礼にと手作り
カレンダーや記念品、お花、感謝の言葉を届け
てくれました。

勤労感謝のお礼に市役所を訪問 !! ほっこりタイムに参加しませんか？
（お子さまの託児あり）

　ちょっとひととき、ママ同士でおしゃべりを
楽しむ会です。
　子育ての話や情報交換、悩みや自慢話など、
何でもＯＫです。
　子育て支援センターの職員も仲間に入って、
楽しく過ごしましょう。

【日時】２月 18 日（水）
　　　午前 10 時～ 11 時 30 分

【場所】子育て支援センター
【参加費】100 円（湯茶代）
【定員】先着 10 名
【申し込み】子育て支援

センターに直接または
お電話で
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市民のみなさんの健康に役立つ情報をお届けします
対象地域 内容 実施日 対象者 場所 開始時間

対象地域 内容 実施日 対象者 場所 受付時間

全地域

榛原・室生

大宇陀・菟田野

予防接種説明会

20（火）

14（水）

22（木）

27（火）

平成26年11 月生まれの
児の保護者

室生福祉保健
交流センター

午前１０時

午後1時～
1 時50分平成24 年9 月～

12 月生まれの児

平成23 年5 月～
7 月生まれの児 室生福祉保健

交流センター

大宇陀
保健センター

3 歳児健康診査

26（月） 平成25 年5 月～
7 月生まれの児

1 歳 6 か月児
　　　　　健康診査

2 歳児健康診査

1 歳 6 か月児
　　　　　健康診査

平成25 年4 月～
7 月生まれの児

COPD（慢性閉塞性肺疾患）
予防講演会及び肺年齢測定

　COPD とは、慢性閉塞
性肺疾患のことで“たば

こ病”“肺の生活習慣病”とも言われる進行性
の肺疾患です。咳や痰、労作時の息切れなどの
症状が現れますが、自覚症状なく進行すること
も多く、近年 COPD の患者数は増加傾向です。
　この機会にご自身やご家族の肺について考え
てみませんか。

【日時】１月 24 日（土）　午後１時～４時
【場所】リーベルホール（リーベル王寺東館５階）
【内容】○肺年齢測定（肺機能測定）午後１時
～２時（対象：現在喫煙者及び過去喫煙者　定
員：60 名）○ COPD 予防講演会　テーマ：肺
の生活習慣病　COPD（慢性閉塞性肺疾患）を
ご存じですか？　講師：奈良県立医科大学内科
学第二講座　友田恒一氏

【申し込み】１月 16 日（金）までに、氏名・年

問室生福祉保健交流センター（☎ 92・5220/IP ☎ 88・9175）

【日時】1 月 9 日（金）・16 日（金）・23 日（金）
　午前 11 時～午後 3 時 30 分

【場所】室生福祉保健交流センター
【内容】新年会、紅白歌合戦、囲碁ボール
【対象】65 歳以上で介護保険の認定になってい

ない方

ぬくもりサロン（室生地域）

【相談日時】1 月８日（木）・21 日（水）
　午前９時～午後４時

【場所】大宇陀保健センター

「健康相談日」のお知らせ

　NHK Ｅテレ ハートネットＴＶ「みとりびと ‐ 看取りの時間に伝えあうこ
と」で紹介された、東近江永源寺地区で「あたたかい看取り」で活動する在
宅医とそれを追った写真の映像から、命のバトンリレーについて考えます。

【日時】2 月 8 日（日）　午後 1 時～（受付 午後 0 時 30 分～）
【場所】宇陀市文化会館　かぎろひホール
【内容】「宇陀市在宅医療の現状」：宇陀市地区医師会副会長　加藤久和医師
　講演：「～最期まで　我が家で暮らしたい～」
　講師：永源寺診療所　花戸貴司医師、フォトジャーナリスト　國森康弘氏
問宇陀市地域包括支援センター（☎ 0745・84・4800）

第 1 回宇陀市在宅医療推進講演会
「～最期まで 我が家で暮らしたい～　在宅医療の現状」
　　　　　　　　　　◇申込不要、参加無料◇

写真出展：『白衣を脱いだド
クター花戸』（農文協、國森
康弘著、『いのちつぐ「みと
りびと」シリーズ』第 3 巻）

齢・住所・電話番号・喫煙年数・１日喫煙本数
を記載のうえ、FAX または電話
※肺年齢測定は定員を超える場合は抽選。測定
決定者には予約券を送付します。
問葛 城 保 健 所 健 康 増 進 課　 母 子 保 健 推 進 係

（FAX0745・23・8460/ ☎ 0745・22・1701）
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国保の税率改正などの諮問に答申がありました

　保険年金課からお知らせします　（☎ 82・3672 ／ IP ☎ 88・9086）

　広報うだなどでこれまでもお知らせしてきたとおり、市の国保事業運営は厳しい状況にあります。
このほど国保財政の健全化のため、宇陀市国民健康保険運営協議会に「平成 27 年度宇陀市国民健康保険税率
及び課税限度額の改正について」諮問し、同協議会での審議を経て答申書が提出されました。
　 ■答申では、高齢化や医療の高度化による医療費の高額化を背景に、更なる

財源不足が見込まれる状況から、保険税率改正については、改正率の上げ幅
を前回と同程度とし、それ以上の負担がないようにとの前提のうえで諮問に
ついて了承を得るとともに、市に対して努力を促す要望がなされました。

　　 市市では、答申内容を尊重し、一層の収支改善と周知に努めます。みなさん
のご理解とご協力をお願いします。

　平成 24 ～ 26 年の国保被保険者の一人あたり医療費を
4 ～ 7 月の月別で比較すると、平成 26 年は過去 2 年に比
べ明らかに増加し、増加幅も大きくなっています。通院・
入院ともに人数・費用額が増えており、被保険者数が減少
しているにも拘わらず、医療費は全体でも上昇しています。
　市では、医療費の上昇を抑制するために、健診ほか各種
予防事業の推進をはじめ、医療費の無駄を省くため、ジェ
ネリック医薬品の普及や診療報酬明細の点検による請求の
適正化などに取り組み、国保事業の健全運営に努めていま
す。みなさんのご理解とご協力をお願いします。

70 歳未満の人の自己負担限度額が一部変更されました！
　１月診療分より、高額療養費支給の基準となる所得区分が細分化されるとともに限度額が変更されています。
昨年 12 月末までの有効期限の限度額適用認定証をお持ちの方には、新しい認定証を送付していますので医療
機関に提示してください。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保
障

だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気
や
ケ

ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
一
家
の

働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど

に
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
を

守
っ
て
く
れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
と

　
　
　
　
　
保
険
料
の
納
付
を
！

　
自
営
業
者
・
学
生
・
フ
リ
ー
タ
ー

の
方
な
ど
が
20
歳
に
な
ら
れ
た
と

き
は
、
住
所
地
の
市
役
所
で
国
民
年

金
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
の
加
入
者
本
人
（
第
２
号
被
保
険

者
）
や
、
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
が
20
歳
に

な
ら
れ
た
と
き
に
つ
い
て
は
、
第
２

号
被
保
険
者
の
勤
務
先
で
手
続
き

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
市

役
所
で
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　
ま
た
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少
な

く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
の

場
合
に
は
、「
学
生
納
付
特
例
」や「
若

年
者
納
付
猶
予
」
な
ど
保
険
料
の
支

払
い
を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

と
併
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
桜
井
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
４
４
・
42
・
０
０
３
３
）

☎0745-82-8000（代）

市役所の開庁時間
午前 8時 30分～
　　　午後 5時 15分
（土・日曜日、祝日、
　　　　年末年始は閉庁）

■運営協議会よりの要望の要旨
　平成 25 年度に続いての税率改正で、被保険者の負担が一層厳しくなる。国保財政の現状について、国保加入者
への周知徹底はもとより、広く市民の理解を得るように努力されたい。また、国保事業の安定運営のため、市は更
なる税収確保及び医療費適正化など保険者機能の健全化に努められたい。

―国民健康保険運営協議会とは―　国保の事業運営について協議するための市の附属機関で、被保険者・保険医・
公益および被用者保険を代表する 14 名の委員で構成され、市長の諮問について審議した結果を答申し、市長の判
断資料を提供する役割を担っています。

医療費が急激に上昇しています！

20000

22000

24000

26000

28000

4 月 4 ～ 7月平均7月6月5月

( 円 ) H24 年

H26年
H25年
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確
定
申
告
の
受
付
は
お
早
目
に

　
　
　    

受
付
期
間
：
２
月
16
日
～
３
月
16
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問 

税
務
課
（
☎
82
・
１
３
０
６
／
IP
☎
88
・
９
０
７
２
）

■
次
の
機
会
を
利
用
い
た
だ
き
、
確

定
申
告
書
の
提
出
を

■
医
療
費
控
除
・
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

な
ど
の
還
付
申
告
は
１
月
か
ら

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど
の
還
付

申
告
の
方
は
、
1
月
か
ら
税
務
署

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い

る
場
合
、
要
件
に
よ
っ
て
は
確
定

申
告
が
不
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

　

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
で
次
の
要
件
の
両
方
に
該

当
す
る
場
合
は
、
計
算
し
た
結
果
、

納
付
す
る
所
得
税
額
が
あ
っ
た
と

し
て
も
確
定
申
告
書
の
提
出
は
不

要
で
す
。

①
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額

（
2
か
所
以
上
か
ら
支
給
さ
れ
て

い
る
と
き
は
、
そ
の
合
計
額
）

が
４
０
０
万
円
以
下

②
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以

下
の
場
合

　

た
だ
し
、
市
県
民
税
の
申
告
は

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
市
役
所
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け

る
た
め
の
確
定
申
告
書
は
、
従
来

ど
お
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
桜
井
税
務
署

（
☎
０
７
４
４
・
42
・
３
５
０
１
）

※
自
動
音
声
の
案
内
に
従
っ
て
電

話
機
を
操
作
し
て
く
だ
さ
い
。

桜井市役所

市民会館

桜井納税協会

至奈良 至奈良

至上本町 近鉄大阪線

桜井税務署

至
宇
陀

N

至橿原

桜
井
税
務
署
案
内
図

Ｊ
Ｒ
桜
井
線

Ｊ
Ｒ
桜
井
線

R１６５R１６５

桜井駅

桜井市商工会館

■
確
定
申
告
指
導
会
場
は
桜
井
市
商

工
会
館
で
す

【
期
間
】
2
月
16
日
（
月
）
～
3
月

16
日（
月
）（
土・日
曜
日
を
除
く
） 

午
前
9
時
～
午
後
5
時
※
午
後

4
時
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】
桜
井
市
商
工
会
館　
3
階

　

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
開
設
期
間
中
は
桜
井
税
務
署
庁

舎
内
で
は
申
告
相
談
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、2
月
13
日（
金
）ま
で（
土・

日
・
祝
日
を
除
く
。）
は
、
桜
井
税

務
署
で
申
告
指
導
・
相
談
・
申
告

書
な
ど
を
受
付
し
ま
す
。

受付場所 受付期間

市役所
（4 階大会議室）

2 月 16 日（月）～
3 月 16 日（月）

※土・日曜日を除く
大宇陀地域事務所 2 月 16 日（月）～ 20 日（金）
菟田野地域事務所 2 月 23 日（月）～ 27 日（金）
室生地域事務所 3 月 2 日（月）～ 6 日（金）

※受付はすべて午前９時～午後３時 30 分です。

相　談 日　時 場　所 内　容

年金相談
（収入が年金の

みの方）

2 月 9 日（月）・10 日（火）
午前 9 時 30 分～
午後 3 時 30 分

（正午～午後 1 時を除く）

宇陀市役所
4 階

大会議室

年金の源泉徴収票・
印かん・昨年の申告
書控などを持参いた
だくと当日に確定申
告書の提出ができま
す

確定申告
地区相談

2月17日（火）～19日（木）
午前 9 時 30 分～
午後 3 時 30 分

（正午～午後 1 時を除く）

宇陀市役所
4 階

大会議室

専門の税理士が無料
で確定申告の相談を
受けます。

※混雑などに応じて早めに受付を終了することがあります。
ご了承ください。

償
却
資
産
の
申
告
を

　

償
却
資
産
と
は
、
個
人
ま
た
は

法
人
で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営

し
て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
使
用
す
る
構
築
物
、
機
械
、

装
置
、
工
具
、
器
具
・
備
品
な
ど

（
主
に
土
地
・
家
屋
を
除
く
耐
用
年

数
1
年
以
上
、
取
得
金
額
10
万
円

以
上
の
も
の
）
の
こ
と
で
す
。

※
太
陽
光
発
電
設
備
（
10
ｋ
ｗ
以
上

の
も
の
）
も
固
定
資
産
税
の
課
税

の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

売
電
に
よ
り
事
業
の
用
に
供
し
て

い
る
場
合
も
申
告
が
必
要
で
す
。

■
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
で
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
１
月

30
日
（
金
）
ま
で
に
申
告
を

　

前
年
度
に
申
告
し
た
方
に
は
12

月
中
に
申
告
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
前
年
中
に
資
産
の
異
動
が
な
い

場
合
、
廃
業
・
休
業
さ
れ
た
場
合
、

減
価
償
却
を
終
え
て
い
る
場
合
、

資
産
な
し
と
な
っ
た
場
合
も
必
ず

申
告
が
必
要
で
す
。

※
新
し
く
事
業
を
開
始
し
た
方
な

ど
、
申
告
書
が
送
付
さ
れ
な
い
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※eLTAX

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
を

利
用
し
た
電
子
申
告
の
受
付
も

行
っ
て
い
ま
す
。

eLT
A

X
市
役
所
・
地
域
事
務
所
で
も

確
定
申
告
を
受
付
し
ま
す

　

受
付
で
き
る
確
定
申
告
は
、
簡

易
な
申
告
（「
確
定
申
告
書
Ａ
」）

の
方
だ
け
で
す

　

次
の
場
合
は
、
桜
井
申
告
指
導

会
場
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
）
○

不
動
産
所
得 

○
譲
渡
所
得
（
土
地・

建
物
・
株
式
）
○
変
動
所
得 

○
臨

時
所
得 

○
繰
越
控
除　

○
損
失
申

告 

○
青
色
申
告 

○
準
確
定
申
告

○
相
続
税 

○
贈
与
税 

○
消
費
税 

○
平
成
25
年
以
前
の
過
去
に
さ
か

の
ぼ
る
申
告　
な
ど

　

ま
た
「
確
定
申
告
書
Ａ
」
の
方

で
も
、
内
容
に
よ
っ
て
は
税
務
署

で
相
談
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出

さ
れ
た
方
は
、
市
県
民
税
の
申
告

は
不
要

復
興
特
別
所
得
税
の
記
載
漏
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
!!



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

子
育
て
・
保
健

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

く
ら
し
・
環
境

お
知
ら
せ
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「
個
人
住
民
税
特
別
徴
収
制
度
の
履
行
徹
底
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
の
策
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
実
施
を
事
業
主
の
方
々
に

に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
完
全
実
施
に
向
け
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
特
別
徴
収
と
は

　

給
与
支
払
者
が
、
毎
月
、
従

業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
個
人

住
民
税
を
引
き
、
市
町
村
に
納

入
い
た
だ
く
制
度
で
す
。
給
与

を
支
払
う
事
業
者
は
、
原
則
、

個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収
し
て

い
た
だ
く
義
務
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
従
業
員
は

　

正
規
雇
用
だ
け
で
な
く
、
ア

ル
バ
イ
ト
等
の
非
正
規
雇
用
も

含
み
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
場

合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○
退
職
者
ま
た
は
退
職
予
定
者

○
給
与
の
支
払
い
が
不
定
期
な
方

○
給
与
か
ら
税
額
を
引
き
き
れ

な
い
方

○
他
の
事
業
所
で
既
に
特
別
徴

収
さ
れ
て
い
る
方

　

■
特
別
徴
収
の
手
続
き
と

　
　
　
　
　
　
　
　
納
入
方
法

①
給
与
支
払
者
（
事
業
主
）
は
、

2
月
2
日
ま
で
に
給
与
支
払
報
告

書
（
総
括
表
）
に
特
別
徴
収
対
象

者
の
人
数
な
ど
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
給
与
支
払
報
告
書
（
個

人
別
明
細
書
）
と
と
も
に
税
務
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
総
括
表

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
②
５
月
中
旬
ま
で
に
、
税
務
課

か
ら
発
送
す
る
「
特
別
徴
収
税

額
決
定
通
知
書
」
に
よ
り
、
６

月
か
ら
翌
年
５
月
ま
で
の
各
月
、

従
業
員
の
給
与
か
ら
天
引
き
し

て
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
納
期

限
は
、
各
月
分
と
も
翌
月
の
10

日
で
す
。）

問
税
務
課

（
☎
82
・
１
３
０
６
／
IP
☎
88
・
９
０
７
２
）

■
市
県
民
税
の
申
告
と
は

　

市
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
27

年
1
月
1
日
現
在
で
宇
陀
市
に
住

民
票
を
置
か
れ
て
い
る
方
（
置
か

れ
て
い
た
方
）
に
、
前
年
中
（
平

成
26
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
1
年
間
）
の
所
得
を
申
告

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
市
県
民

税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
を
算
出
す

る
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、所
得
証
明
書
や
課
税
（
非

課
税
）
証
明
書
な
ど
の
公
的
な
証

明
書
の
発
行
に
も
必
要
で
す
。
な

お
、
申
告
用
紙
は
税
務
課
お
よ
び

地
域
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

■
市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
申
告

が
必
要
な
方

○
前
年
中
に
所
得
（
営
業
・
農
業
・

不
動
産
・
譲
渡
・
配
当
な
ど
）

が
あ
っ
た
方

○
給
与
所
得
者
で
、
①
給
与
の
ほ

か
に
別
の
所
得
が
あ
る
方
、
ま

た
は
、
②
給
与
を
2
ヵ
所
以
上

か
ら
受
け
て
い
る
方

○
給
与
所
得
者
や
年
金
所
得
者
で

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
）

や
医
療
費
な
ど
各
所
得
控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
方
（
市
県
民

税
の
所
得
割
が
か
か
る
方
の
み
）

○
申
告
で
扶
養
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
人

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
世
帯
全
員
（
一
人
で
も
申
告

が
な
い
と
保
険
税
軽
減
制
度
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

○
後
期
高
齢
者
で
、
前
年
中
に
収

入
の
無
い
方
や
遺
族
年
金
・
障

害
年
金
（
非
課
税
）
の
み
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
で
、
同
居
の

配
偶
者
や
子
ど
も
の
税
法
上
扶

養
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
方

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

計
算
な
ど
の
た
め
に
必
要
で
す
。

（
申
告
が
無
い
と
保
険
料
軽
減
制

度
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
て

い
る
方
や
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、

年
末
調
整
に
変
更
が
な
く
、
勤
務

先
か
ら
宇
陀
市
へ
「
給
与
支
払
報

告
書
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方
は
、

原
則
と
し
て
市
県
民
税
の
申
告
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

市
県
民
税
の
申
告
は
、
市
役
所
・
地
域
事
務
所
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
付
期
間
は
、
確
定
申
告
と
同
様
で
す

■
確
定
申
告
・
市
県
民
税
申
告
に
必

要
な
書
類
な
ど

○
確
定
申
告
書
ま
た
は
市
県
民
税

申
告
書　

○
印
か
ん　

○
給
与
所

得
者
・
年
金
所
得
者
は
、
源
泉
徴

収
票
（
平
成
26
年
分
）　

○
各
保
険

料
（
生
命
保
険
・
個
人
年
金
・
介

護
医
療
・
地
震
・
国
民
年
金
）
の

支
払
証
明
書
（
平
成
26
年
中
支
払

分
）　

○
医
療
費
な
ど
の
領
収
書

（
平
成
26
年
中
の
支
払
分
で
、
あ
ら

か
じ
め
支
払
い
額
等
の
合
計
額
を

計
算
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
保

険
や
還
付
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る

金
額
の
明
記
も
お
忘
れ
な
く
）　

○

事
業
所
得
者
は
収
支
内
訳
書　

○

そ
の
他
所
得
計
算
や
控
除
に
必
要

な
帳
簿
類
や
証
書

■
国
民
健
康
保
険
税
の
口
座
振
替
納

税
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

市
で
は
、
軽
自
動
車
税
を
除
く

各
税
の
「
口
座
振
替
領
収
済
み
の

お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
て
い
ま
せ

ん
。
申
告
の
際
の
「
社
会
保
険
料

控
除
額
」
と
し
て
、
平
成
26
年
中

に
支
払
わ
れ
た
「
国
民
健
康
保
険

税
」
の
額
を
書
面
で
必
要
な
方
は
、

税
務
課
お
よ
び
地
域
事
務
所
で
発

行
い
た
し
ま
す
の
で
、
各
窓
口
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
主
・
従
業
員
の
み
な
さ
ま
へ

　
市
県
民
税
（
個
人
住
民
税
）
の
特
別
徴
収
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

宇
陀
市
　
給
与
支
払
報
告
書
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■
二
輪
車
等

　
平
成
27
年
度
課
税
よ
り
、
標
準
税

率
を
約
1.5
倍
（
最
低
２
，０
０
０
円
）

の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

■
軽
四
輪
車
等

　
（
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
）

①
平
成
27
年
度
課
税
よ
り
、
平
成

27
年
４
月
１
日
以
後
に
新
規
で
登

録
し
た
車
両
は
新
税
率
（
３
月
31

日
ま
で
に
新
規
で
登
録
し
た
車
両

に
つ
い
て
は
現
行
の
標
準
税
率
）

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
新
税
率
は
、

自
家
用
乗
用
車
は
1.5
倍
、
そ
の
他

の
区
分
の
車
両
は
約
１
．
２
５
倍

の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す

■
野
焼
き
と
は
？

○
ゴ
ミ
な
ど
の
廃
棄
物
を
地
面
で

焼
い
た
り
、
穴
を
掘
っ
て
焼
い

た
り
、
ド
ラ
ム
缶
な
ど
で
囲
っ

て
焼
く
行
為
で
す
。

○
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
用
小
型
焼
却

炉
は
最
新
の
構
造
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
た
め
、こ
れ
を
使
っ

て
ご
み
を
焼
い
て
も
法
律
違
反

に
な
り
ま
す
。

○
違
反
し
た
場
合
は
、
5
年
以
下
の

懲
役
、
ま
た
は
１
，
０
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
も
し
く
は
そ
の

両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
公
益
上
若
し
く
は
社

会
の
慣
習
上
や
む
を
得
な
い
も
の

や
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
与

え
る
影
響
が
わ
ず
か
な
も
の
は
、

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
ご
み
は
、
ル
ー
ル
を
守
り
適
切
に

処
理
し
ま
し
ょ
う

　

な
お
、
例
外
規
定
で
も
、
周
辺

住
民
に
著
し
く
迷
惑
を
か
け
て
い

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
自
重
し
て
い

た
だ
く
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

庭
の
雑
草
な
ど
刈
り
取
っ
た
草

は
乾
燥
し
て
可
燃
ご
み
と
し
て
排

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問
環
境
対
策
課

（
☎
82
・
２
２
0
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
8
）

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
で
差
押

え
し
た
不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

詳
細
は
、
不
動
産
公
売
広
報
（
徴

収
対
策
課
で
閲
覧
）
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
滞
納
さ
れ
て
い
る
市
税
な

ど
が
完
納
さ
れ
た
場
合
に
は
、
公

売
を
中
止
し
ま
す
。

【
不
動
産
公
売
と
は
】

　

差
押
不
動
産
の
公
売
と
は
、
公

租
公
課
の
滞
納
の
た
め
差
し
押
さ

え
た
不
動
産
（
以
下
「
公
売
財
産
」）

に
つ
い
て
、
所
有
者
な
ど
の
権
利

者
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
強
制

的
に
売
買
さ
せ
、
そ
の
代
金
を
滞

納
公
租
公
課
な
ど
に
配
分
す
る
強

制
徴
収
の
制
度
で
す
。

　

差
押
不
動
産
公
売
に
お
い
て
は
、

市
は
強
制
徴
収
の
執
行
機
関
で
、

売
主
で
も
仲
介
業
者
で
も
な
く
、

こ
の
公
売
は
市
有
地
の
売
却
と
は

全
く
違
う
別
の
制
度
で
す
。

　

差
押
不
動
産
公
売
で
は
、
正
常

取
引
で
は
な
く
強
制
徴
収
に
よ
っ

て
売
買
さ
れ
る
関
係
上
、
買
受
人

は
売
却
意
思
の
な
い
所
有
者
か
ら

「
現
状
有
姿
・
返
品
不
可
」
を
承
知

で
公
売
財
産
を
買
い
受
け
た
も
の

と
さ
れ
ま
す
。

　

事
前
に
公
売
財
産
に
関
す
る
情

報
を
収
集
・
精
査
し
「
本
公
売
は

正
常
取
引
に
よ
る
売
買
で
は
な
い
」

こ
と
を
理
解
し
た
う
え
で
、
入
札

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■
公
売
参
加
手
続
期
間

【
参
加
手
続
開
始
日
】1
月
13
日（
火
）

【
公
売
保
証
金
納
付
期
限
】

　
2
月
13
日
（
金
）
午
後
2
時

【
公
売
参
加
手
続
期
限
】

　
2
月
13
日
（
金
）
午
後
5
時
必
着

※
事
前
に
公
売
参
加
手
続
き
書
類

を
入
手
し
て
く
だ
さ
い
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

■
入
札
期
間

【
入
札
書
提
出
開
始
日
】
2
月
16
日

（
月
）

【
入
札
書
提
出
期
限
】
2
月
20
日

（
金
）
午
後
5
時
必
着

■
開
札
・
売
却
決
定
・
買
受
代
金
納

付
期
限

【
開
札
日
時
】
2
月
23
日
（
月
）
午

前
10
時

【
売
却
決
定
日
時
】
3
月
2
日
（
月
）

午
前
10
時

【
買
受
代
金
納
付
期
限
】
3
月
6
日

（
金
）
午
後
2
時

問
徴
収
対
策
課

（
☎
82
・
３
６
４
３
／
IP
☎
88
・
９
０
８
５
）

 

差
押
不
動
産
公
売
（
期
間
入
札
）
を
行
い
ま
す

車種区分 標準税率
現  行 改  正

原付

50cc 以下 1,000 円 2,000 円
50cc 超 90cc 以下 1,200 円 2,000 円
90cc 超 125cc 以下 1,600 円 2,400 円

ミニカー 2,500 円 3,700 円
軽二輪（125cc 超 250cc 以下） 2,400 円 3,600 円

小型二輪（250cc 超） 4,000 円 6,000 円
被牽引車 2,400 円 3,600 円

車種区分 標準税率 重課税率②
現行 改正①

三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四輪
以上

乗用 自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円
営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨物用
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

■二輪車の税率改正内容

■四輪車等の税率改正内容

車種区分 税  率
現  行 改  正

その他 4,700 円 5,900 円

■小型特殊自動車の税率改正内容

②
平
成
28
年
度
課
税
よ
り
、
車
検

証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
初
度
検
査

年
月
か
ら
起
算
し
て
、
13
年
を
経

過
し
た
翌
年
度
分
か
ら
、
標
準
税

率
の
概
ね
20
％
の
重
課
を
導
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
小
型
特
殊
自
動
車

（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）

　

平
成
27
年
度
課
税
よ
り
、
標
準

税
率
が
約
１
．
２
５
倍
の
引
き
上

げ
と
な
り
ま
す
。

※
な
お
、
農
耕
用
の
小
型
特
殊
自

動
車
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
税
務
課

（
☎
82
・
１
３
０
６
／
IP
☎
88
・
９
０
７
２
）

軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

子
育
て
・
保
健

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

お
知
ら
せ

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
他

　2015年1月号23

こまどりケーブルのデジアナ変換は
3 月 4 日（水）正午に終了します
　デジアナ変換の終了後は、アナログテレビではテ
レビ放送がご覧になれなくなります。アナログテレ
ビご覧の場合は、次のいずれかの対応が必要です。

①デジタルテレビへの買い替え。②地デジチュー
ナーを接続。③こまどりケーブルの「基本プラン S」
や「BS セットプラン」などのプランに変更。

■デジアナ変換終了後、時代劇専門チャンネルや衛
星放送などをご覧になるには？
　〈基本プラン S〉や〈BS セットプラン〉などの
プランへの変更が必要です。
※費用など詳しくはこまどりケーブルまで

■ NHK 受信料全額免除世帯に対して地デジ
チューナー支援制度があります
　対象の方は2月27日までに申し込みが必要です。
※詳しくは、広報うだ 7 月号 P11 か下記まで。

■支援制度でチューナーの給付を受けられた方へ　　
　給付されたチューナーはテレビに接続してあり
ますか？まだ接続していない方は、取扱説明書を
ご覧のうえ、テレビに接続し、デジタル放送が映
るかどうか確認してください。接続方法が分から
ない場合は下記まで。
●プラン変更などに関するお問い合わせ
　こまどりケーブル㈱　☎ 0120-667-740
●地デジチューナー支援に関するお問い合わせ
　総務省　地デジチューナー支援実施センター
　（☎ 0570-034-037  ※平日午前９時～午後５時）
問秘書広報情報課（☎ 82・3912/IP ☎ 88・9083）

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
」
お
よ
び
慰

霊
巡
拝
の
参
加
者
募
集

　
（
財
）
日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
補
助
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
先
の
大
戦
で
父
親
等
を
亡
く

さ
れ
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に

戦
没
さ
れ
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地

域
の
住
民
と
の
友
好
親
善
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
参
加
費
用
】
9
万
円

【
実
施
地
域
】
旧
台
湾
・
バ
ー
シ
ー

海
峡
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ン
ド
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
中
国
な
ど

※
実
施
地
域
や
日
程
な
ど
詳
し
く

は
日
本
遺
族
会
事
務
局
（
☎
03
・

３
２
６
１・
５
５
２
１
）
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】

問
厚
生
保
護
課

（
☎
82
・
２
２
２
１
／
IP
☎
88
・
９
０
７
９
）

中
央
公
民
館
講
座
の
受
講
生

募
集

■
心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

～
健
康
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
～　
　

　

音
楽
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
パ

ン
チ
を
だ
す
な
ど
体
全
体
を
動
か

す
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
さ

せ
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
ま
す
。
ま
た
、血
行
が
よ
く
な
り
、

肩
こ
り
や
冷
え
性
も
改
善
し
、
汗

を
か
く
こ
と
に
よ
り
ダ
イ
エ
ッ
ト

に
も
効
果
的
♪

　

お
昼
の
お
勤
め
帰
り
、
家
事
や

学
業
の
あ
と
、
楽
し
い
レ
ッ
ス
ン

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
、
カ
ラ
ダ
す
っ

き
り
！
こ
こ
ろ
ス
ッ
キ
リ
！

【
日
時
】
2
月
6
日
（
金
）

　
午
後
7
時
30
分
～
9
時

【
場
所
】
榛
原
分
館
（
榛
原
総
合
セ

ン
タ
ー
）

【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

【
定
員
】
30
人

【
講
師
】
松
本
睦
美
先
生
（
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

【
受
講
料
】
無
料

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
装
、
運

動
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
着

替
え　
※
更
衣
室
あ
り

【
申
し
込
み
】
1
月
10
日
（
土
）
～

31
日
（
土
）
の
期
間
中
に
☎
も

し
く
は
公
民
館
窓
口
に
て

問
中
央
公
民
館

（
☎
83
・
０
５
５
１
／
IP
☎
88
・
９
１
８
０
）

【
休
館
日
】
木
曜
日
・
祝
日

統
計
調
査
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

■
平
成
26
年
度
工
業
統
計
調
査

　

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く

重
要
な
調
査
で
す
。

　

調
査
は
製
造
業
を
営
む
事
業
所

を
対
象
に
、
平
成
26
年
12
月
31
日

を
基
準
に
行
い
ま
す
。
１
月
上
旬

以
降
に
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。

■
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

　

こ
の
統
計
調
査
は
、「
統
計
法
」

に
基
づ
い
た
基
幹
統
計
調
査
で
、

一
定
規
模
以
上
の
農
林
産
物
の
生

産
、
ま
た
は
委
託
を
受
け
て
農
林

業
作
業
を
行
う
世
帯
や
会
社
組
織

を
対
象
に
、
我
が
国
の
農
林
業
の

生
産
構
造
や
就
業
構
造
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
5
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
は
平
成
27
年
２
月
１
日
現

在
を
基
準
日
と
し
て
、
1
月
下
旬

か
ら
調
査
員
が
お
伺
い
し
て
聞
き

取
り
調
査
の
う
え
、
調
査
対
象
と

な
る
方
に
は
調
査
票
へ
の
ご
記
入

を
依
頼
し
ま
す
。

問
企
画
課

（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）



　2015年1月号 24

（宇陀市立中央図書館）
★おはなし会（約 30分）
　すくすくひろば（０～３歳）
　1 月 14・28 日（水）
    ①10：00 ～　②10：45 ～　③11：30 ～　
　おはなしクラブ
　1 月 10 日（土） 10：30～（３～５歳）、14:30 ～（6 ～ 12 歳）
　 24 日（土） 10：30～（３～５歳）、11:15 ～（6 ～ 12 歳）
　放課後子ども教室
　1 月 7・14・21・28 日（水）15：30 ～
★映画会（約30分）　『オズのまほうつかい』
 （宇陀市立大宇陀図書館）
★おはなし会（約60分）
   1 月17 日（土）10：30～　場所：和室（2F）
★映画会（約30分）『さる・るるる』
　1 月24 日（土）10：30 ～　　　　場所：研修室（１F）

３回内容同じ

いずれも水曜日

平
成
26
・
27
年
度
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
の
追
加
受
付
（
平

成
27
年
度
分
）
を
行
い
ま
す

　
市
で
は
、
建
設
工
事
関
係
な
ど
の

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請（
指
名
願
）

の
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。（
市
内

に
本
店
を
有
す
る
事
業
者
の
み
）

※
既
に
平
成
26
・
27
年
度
の
登
録
を

さ
れ
て
い
る
事
業
者
は
不
要
で
す
。

【
受
付
対
象
業
者
】

①
建
設
工
事　

建
設
業
法
第
3
条

第
1
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を

受
け
、
か
つ
、
同
法
第
27
条
の

23
の
規
定
に
よ
る
経
営
に
関
す

る
事
項
の
審
査
を
受
け
て
い
る

者
※
許
可
業
種
の
う
ち
経
営
事
項
審

査
結
果
に
完
成
工
事
高
が
あ
る
6

業
種
以
内
に
限
る
。

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど

　

各
関
係
法
令
・
各
登
録
規
程
に

基
づ
く
登
録
業
者

○
測
量
業
者

○
建
築
設
計
業
者

○
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者

○
地
質
調
査
業
者

○
補
償
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者

○
そ
の
他
、
上
記
に
付
随
す
る
関

係
業
務
を
希
望
す
る
者
（
た
だ

し
、
業
務
上
許
可
等
が
必
要
な

場
合
、
当
該
許
可
等
を
受
け
て

い
る
こ
と
）

※
受
注
実
績
の
あ
る
業
務
に
限
る
。

【
有
効
期
間
】
平
成
27
年
4
月
1
日

～
平
成
28
年
3
月
31
日

【
受
付
期
間
】
2
月
2
日
（
月
）
～

2
月
27
日
（
金
）（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く　

午
前
9
時
～
正

午
お
よ
び
午
後
1
時
～
5
時
）

【
提
出
書
類
】
申
請
書
様
式
な
ど
関

係
書
類
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
こ
と
。

【
提
出・問
合
せ
】〒
６
３
３・０
２
９
２

　
榛
原
下
井
足
17
番
地
の
３

問
管
財
課

（
☎
82
・
３
６
３
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
４
）

市
内
業
者
で
「
新
築
」「
リ

フ
ォ
ー
ム
」
さ
れ
る
方
へ

平
成
26
年
度
事
業
で
終
了
し
ま
す

■
住
宅
建
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
助

成
事
業

　

ま
ち
の
経
済
活
性
化
と
、
く
ら

し
の
環
境
向
上
を
図
る
た
め
、
市

内
業
者
を
利
用
し
て
住
宅
建
築
や

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
方
に
、

「
ウ
ッ
ピ
ー
商
品
券
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　

工
事
に
着
手
す
る
前
に
申
請
が

必
要
で
す
！

【
対
象
住
宅
】

○
市
民
が
市
内
に
所
有
し
、
居
住

す
る
個
人
住
宅

※
事
務
所
や
店
舗
と
の
併
用
住
宅

は
、
個
人
住
宅
部
分
の
み
が
対
象

※
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合
住
宅

は
、
個
人
専
有
部
分
の
み
が
対
象

【
対
象
者
】

　
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

○
対
象
住
宅
の
所
有
者
で
あ
り
、

対
象
住
宅
に
居
住
す
る
方
ま
た

は
居
住
を
予
定
す
る
方
で
あ
り
、

か
つ
交
付
請
求
時
に
居
住
し
て

い
る
方

【
対
象
工
事
】

　
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

○
市
内
業
者
（
市
内
に
本
社
も
し

く
は
事
業
所
等
を
有
す
る
法
人

ま
た
は
、
住
所
を
有
す
る
個
人

事
業
者
）
が
行
う
住
宅
建
築
ま

た
は
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

○
対
象
と
な
る
工
事
費
用
が
50
万

円
以
上

○
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
事

業
完
了
報
告
書
お
よ
び
添
付
書

類
が
提
出
で
き
る
工
事

【
対
象
と
し
な
い
工
事
】

○
申
請
お
よ
び
交
付
決
定
前
に
着

手
し
た
工
事

○
工
事
の
完
了
が
平
成
27
年
３
月

31
日
を
越
え
る
工
事

○
外
構
工
事
や
駐
車
場
、
倉
庫
な

ど
居
住
部
分
で
な
い
工
事

【
交
付
額
】

　

対
象
工
事
費
の
10
％
（
上
限

10
万
円
）
を
、「
ウ
ッ
ピ
ー
商
品
券
」

で
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
工
事
の
例
】

○
新
築
工
事
、
増
改
築
工
事

○
屋
根
・
外
壁
の
改
修
工
事

○
床
、
内
壁
、
天
井
、
柱
、
は
り
、

階
段
な
ど
の
工
事

○
間
取
り
の
変
更
、
防
音
・
断
熱

化
工
事

○
浴
室
、
台
所
、
ト
イ
レ
な
ど
水

回
り
の
改
修
工
事

○
建
具
、
畳
、
窓
ガ
ラ
ス
、
サ
ッ

シ
な
ど
の
工
事

※
エ
ア
コ
ン
や
照
明
器
具
、
食
器

洗
浄
機
な
ど
の
家
電
製
品
に
関
す

る
経
費
や
、
太
陽
温
水
設
備
や
テ

レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
な
ど
そ
の
他
設
備

製
品
の
経
費
は
交
付
の
対
象
外
と

し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

○
申
請
は
、
一
住
宅
に
つ
き
１
回

限
り
で
す
。

○
建
築
確
認
申
請
が
必
要
な
工
事

は
、
申
請
書
添
付
書
類
に
確
認

済
証
の
写
し
が
必
要
で
す
。

○
工
事
着
手
後
は
申
請
の
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
着
工
前
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課

（
☎
82
・
３
９
１
０
／
IP
☎
88
・
９
０
９
４
）

お
も
て
な
し
の
心
で
一
人
ひ
と
り
が

　
　
　
　
自
立
し
た
住
民
活
動
を
め
ざ
し
て

ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催

【
日
時
】
1
月
24
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
4
時

　
（
受
付
午
後
１
時
～
）

【
場
所
】
市
役
所
４
階　
大
会
議
室

【
内
容
】
高
取
町
に
お
け
る
「
旧
城

下
町
の
景
観
と
シ
ニ
ア
住
民
の

も
て
な
し
を
生
か
し
た
観
光
交

流
地
域
の
創
出
」
に
つ
い
て
講
演

【
対
象
】
自
立
し
た
住
民
活
動
を
め

ざ
し
、
地
域
活
性
化
な
ど
の
手

法
を
学
び
た
い
方
、
ま
た
は
興

味
の
あ
る
方

【
定
員
】
１
０
０
名
（
要
申
込
み
）



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

子
育
て
・
保
健

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト
・
そ
の
他
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ル
・
観
光
関
連
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど

【
勤
務
場
所
】
う
だ
観
処
（
近
鉄
榛

原
駅
南
口
）

【
雇
用
期
間
】
4
月
1
日
（
水
）
～

１
年
契
約
（
更
新
あ
り
）

【
勤
務
時
間
】
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
（
7
時
間
30
分
）
の
時

間
内
で
の
シ
フ
ト
勤
務

【
休
日
】
年
末
年
始

【
時
給
】
８
０
０
円

【
選
考
方
法
】
2
月
中
旬
に
面
接
試

験
を
実
施
し
採
用
決
定
。
面
接

試
験
日
程
な
ど
別
途
通
知

【
申
し
込
み
】
１
月
13
日
（
火
）
～
30

日
（
金
）
ま
で
に
履
歴
書
を
提
出

問
宇
陀
市
観
光
協
会（
商
工
観
光
課
内
）

（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
1
）

■
介
護
福
祉
課

療
育
教
室
（
こ
あ
ら
教
室
）
指
導
員

（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
１
名

【
要
件
】
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教

諭
の
有
資
格
者
で
63
歳
未
満
の
人

【
勤
務
場
所
】
室
生
福
祉
保
健
交
流

セ
ン
タ
ー
ぬ
く
森
の
郷

【
勤
務
時
間
】
毎
週
火
曜
日
・
木
曜

日
（
月
1
回
）
午
前
9
時
～
午

後
5
時

【
時
給
】
１
，
０
0
０
円

【
申
し
込
み
】
１
月
13
日
（
火
）
～

30
日
（
金
）
ま
で
に
履
歴
書
・

免
許
状
の
写
し
を
提
出

問
介
護
福
祉
課

（
☎
82
・
３
６
７
５
／
IP
☎
88
・
９
０
８
8
）

■
企
画
課

統
計
調
査
（
農
林
業
セ
ン
サ
ス
）

　
　
　
　
　
事
務
員
（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
2
名

【
職
務
内
容
】
郵
送
物
や
書
類
の
点

検
・
整
理
・
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

集
計
業
務　
な
ど

【
勤
務
場
所
】
宇
陀
市
役
所
内

【
要
件
】
62
歳
以
下
の
人
で
、
ワ
ー

ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
パ
ソ
コ

ン
操
作
（
初
級
程
度
）
が
で
き

る
市
在
住
の
人
。
統
計
調
査
に

携
わ
る
の
が
初
め
て
で
も
可
。

【
雇
用
期
間
】
2
月
中
旬
～
3
月
末

ま
で

【
勤
務
時
間
】
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分
（
休
憩
1
時
間
）

※
勤
務
時
間
は
応
相
談
で
す
が
、

週
３
日
以
上
勤
務
で
き
る
人
を

優
先

【
休
日
】
土
・
日
・
祝
日

【
時
給
】
７
８
０
円

【
申
し
込
み
】
１
月
5
日
（
月
）
～

23
日
（
金
）
ま
で
に
履
歴
書
を

郵
送
、
ま
た
は
持
参

問
企
画
課

（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

■
商
工
観
光
課

宇
陀
市
観
光
案
内
所
（
う
だ
観
処
）

案
内
員
（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
3
名
程
度

【
職
務
内
容
】
観
光
案
内
・
公
衆
ト

イ
レ
清
掃
・
施
設
の
管
理
運
営
・

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
レ
ン
タ

「
記
記
・
万
葉
」
企
画
展

「
人
麻
呂
と
阿
騎
野
遊
猟
歌
」

開
催

東
の
野
に
炎
の
立
つ
見
え
て

か
へ
り
見
す
れ
ば
月
傾
き
ぬ

　

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ

の
万
葉
歌
は
、持
統
六
年（
六
九
二
）

に
行
わ
れ
た
軽
（
か
る
）
皇
子
の

阿
騎
野
へ
の
遊
猟
（
ゆ
う
り
ょ
う
）

の
時
、
柿
本
人
麻
呂
に
よ
っ
て
詠

ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
宇
陀
市
記
紀
・
万
葉
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
一
環
と
し
て

人
麻
呂
の
万
葉
秀
歌
を
通
じ
て
、

阿
騎
野
で
の
皇
族
の
遊
猟
と
そ
の

意
義
を
紹
介
し
ま
す
。

【
展
示
期
間
】
２
月
２
日
（
月
）
ま

で
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
祝
日
・
火
曜
日
は
休
館
）

【
場
所
】
文
化
会
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

問
文
化
財
課

（
☎
82
・
３
９
７
６
／
IP
☎
88
・
９
３
６
５
）

▶
柿
本
人
麻
呂
像

職
員
募
集

■
ま
ち
づ
く
り
支
援
課

地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
職
務
内
容
】
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
活
動
を
側
面
か
ら
支
援
し
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
積

極
的
な
地
域
づ
く
り
活
動
を
支

援
す
る
こ
と

【
勤
務
場
所
】
宇
陀
市
役
所
内

【
要
件
】
①
地
域
づ
く
り
に
関
心
が

あ
る
人
②
満
20
歳
以
上
の
人（
平

成
27
年
4
月
1
日
現
在
）③
ワ
ー

ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
パ
ソ
コ

ン
操
作
（
初
級
程
度
）
の
で
き

る
人
④
普
通
免
許

【
雇
用
期
間
】
4
月
1
日
（
水
）
～

平
成
28
年
3
月
31
日
（
木
）

【
勤
務
時
間
】
要
相
談

【
勤
務
日
】
週
５
日

【
時
給
】
７
８
０
円

【
申
し
込
み
】
応
募
用
紙
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）・

履
歴
書
・
レ
ポ
ー
ト
（
地
域
づ

く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
活
か
し

た
い
私
の
経
験
や
能
力
や
意
気

込
み
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

取
り
組
み
た
い
こ
と
の
テ
ー
マ

で
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
3

枚
程
度
）
を
2
月
20
日
（
金
）

ま
で
に
郵
送
、
ま
た
は
持
参

【
選
考
方
法
】
書
類
選
考
お
よ
び
面
接

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課

（
☎
82
・
３
９
１
０
／
IP
☎
88
・
９
０
９
４
）

文化会館だより　1 月のかぎろひホール催し（12 月 8 日現在）

日 曜日 催し物案内 主催者 時間 対象

12 月 平成 27 年　宇陀市成人式
宇陀市
宇陀市教育委
員会

午前 10 時～ 関係者

　1 月の休館日（1 ～ 4・6・12・13・20・27 日）　
大宇陀拾生 871（☎ 83・0977）

【
講
師
】
野
村
幸
治 

氏
（
高
取
町

天
の
川
実
行
委
員
会
代
表
）

【
受
講
料
】
無
料

【
申
し
込
み
】
１
月
20
日
（
火
）
ま

で
に
氏
名
・
所
属
（
個
人
の
場

合
は
不
要
）・
連
絡
先
を
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
も
し
く
は
メ
ー
ル
で

※
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
開
設
（
要
申
込
み
）

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課

（
☎
82
・
３
９
１
０
／
IP
☎
88
・
９
０
９
４

／
ＦＡＸ 

82
・
３
９
０
０
）

メ
ー
ル
：m

achidukuri@
city.

uda.lg.jp
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【
勤
務
場
所
】
宇
陀
市
国
民
健
康
保

険
直
営
東
里
診
療
所

（
室
生
上
笠
間
２
９
８
２
の
1
）

【
時
給
】
１
，
０
５
０
円
～

　
１
，６
５
０
円（
資
格
経
験
に
よ
る
）

【
交
通
費
】（
規
定
に
よ
り
支
給
）

【
社
会
保
険
】
勤
務
条
件
に
よ
り
加
入

【
申
し
込
み
】
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

お
よ
び
資
格
証
明
書
の
写
し
を

提
出
（
後
日
、面
接
を
行
い
ま
す
）

問
健
康
増
進
課

（
☎
82
・
３
６
９
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
７
）

■
総
合
体
育
館

プ
ー
ル
監
視
員
（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
要
件
】週
２・
３
日（
土
日
も
含
む
）

勤
務
可
能
な
人

※
高
校
生
以
下
は
不
可

【
募
集
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
９

時
ま
で
の
２
交
代
制（
シ
フ
ト
制
）

【
休
館
日
】
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
の

場
合
、
翌
日
休
館
）

【
時
給
】
７
４
０
円
（
昼
間
）・　
　

７
９
０
円
（
夜
間
）

【
申
し
込
み
】
履
歴
書
を
提
出

問
総
合
体
育
館

（
☎
82
・
６
５
６
１
／
IP
☎
82
・
０
5
１
１
）

■
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

看
護
師
（
正
職
員
）

【
募
集
人
員
】
2
名

【
要
件
】
看
護
師
免
許
の
有
資
格
者

【
申
し
込
み
】
履
歴
書
・
資
格
証
明

書
の
写
し
を
提
出

問
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

（
☎
85
・
２
５
２
５
／
IP
☎
88
・
９
０
６
５
）

■
子
ど
も
支
援
課
・
教
育
総
務
課

園
務
員
（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
勤
務
場
所
】
市
内
幼
稚
園
お
よ
び

保
育
所

【
勤
務
時
間
】
午
前
8
時
～
午
後
4

時
45
分　
※
4
月
か
ら
勤
務

【
時
給
】
７
８
０
円

【
申
し
込
み
】
２
月
13
日
（
金
）
ま

で
に
履
歴
書
を
提
出

問
子
ど
も
支
援
課

（
☎
82
・
２
２
３
６
／
IP
☎
88
・
９
０
８
０
）

問
教
育
総
務
課

（
☎
82
・
３
９
７
３
／
IP
☎
88
・
９
２
５
９
）

調
理
員
お
よ
び
調
理
補
助

【
募
集
人
員
】
1
名

【
勤
務
場
所
】
市
内
保
育
園

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分

【
時
給
】
８
０
０
円

【
申
し
込
み
】
1
月
15
日
（
木
）
ま

で
に
調
理
師
免
許
証
お
よ
び
履

歴
書
を
提
出

問
子
ど
も
支
援
課

（
☎
82
・
２
２
３
６
／
IP
☎
88
・
９
０
８
０
）

■
国
保
診
療
所
臨
時
職
員（
看
護
師
）

【
募
集
人
員
】
看
護
師　
１
名

【
要
件
】
看
護
師
・
准
看
護
師
な
ど

の
有
資
格
者
で
62
歳
未
満
の
人

【
勤
務
条
件
】
診
療
所
が
指
定
す
る

日
に
勤
務
可
能
な
人
（
要
相
談
）

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
（
水
曜
日
：
午
前

11
時
15
分
～
午
後
8
時
）

【
休
診
日
】
木
・
土
・
日
・
祝
日

奈良県救急安心センター
相談ダイヤル

                          #7119
               

             0744-20-119
当センターでは、救急医療に関する相談に
相談員、看護師などが 24 時間体制で対応
します。急病時に「救急車を呼んだ方がい
いのかな？」「病院で診察を受けるべきか
な？」「近くの医療機関が知りたい。」など
の場合にお電話をおかけください。

消防団出初式開催
　1 月 17 日（土）

午前 10 時から
    大宇陀ふれあい交流ドームにて

【内容】式典、分列行進、放水演習
問危機管理課

（☎ 82・1304 ／ IP ☎ 88・9070）

成人式開催
　1 月 12 日（祝）

午前 9 時　受付・10 時　式典開始
【会場】文化会館（大宇陀拾生）
【対象】平成６年４月２日～
　　　　平成７年４月１日生まれの方
問生涯学習課

（☎ 82・3975 ／ IP ☎ 88・9364）

記念市民提案事業
募集中
　1 月 30 日まで

宇陀市誕生 10 周年を盛り上げる事業を
お待ちしてます！！
詳しくは、ホームページ・広報 11 月号 P6 で！
問企画課（☎ 82・1362 ／ IP ☎ 88・9074）

H28.1.1

室内温水プール（アクアグリーン榛原）
臨時休業のお知らせ
温水プール：2 月 9 日 ( 月 ) ～ 15 日 ( 日 ) 終日休業
テニスコート利用および施設予約受付：
　　　　　上記期間中の午後 5 時まで利用できます
老朽化に伴う設備改修のため施設ご利用のみな
さんにはご迷惑をおかけします。
問総合体育館（☎ 82・6561 ／ IP ☎ 82・0511）

 市役所 は　　
年始は 1 月 5 日～
通常業務となります
各公共施設休館情報などは、
広報うだ 12 月号
P28.29 をご覧ください。

市役所

昨年の様子

プッシュ回線・携帯電話から

ダイヤル回線・IP 電話から

昨年夏季の節電結果
を報告します

　みなさんの継続した節電の取り組み
により、昨夏の節電期間（7 ～ 9 月）
の市内の使用電力量は、東日本大震災
発生年度（H22 年度）比 17.0％、前
年度（H25 年度）比 5.9％削減するこ
とができました。
この冬も引き続き、無理のない範囲で
節電にご協力をよろしくお願いします。

問環境対策課
　（☎ 82・2202 ／ IP ☎ 88・9078）
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行政相談
［予約不要］

1 月 7 日（水）

9：00 〜 12：00

菟田野人権交流センター

総務課（☎ 82・1302 ／ IP ☎ 88・9068）
1 月 14 日（水） 室生振興センター
1 月 15 日（木） 大宇陀人権交流センター
1 月 21 日（水） 宇陀市役所（212 会議室）

人権相談
［予約不要］

1 月 14 日（水） 9：00 〜 12：00 室生振興センター 人権推進課（☎ 82・2147 ／ IP ☎ 88・9077）
1 月 15 日（木） 大宇陀人権交流センター

消費者相談窓口
［予約不要］

1 月 5 日（ 月 ）・
14 日（ 水 ）・19
日（月）・26 日（月）

13：00 〜 16：00 宇陀市役所
（213 会議室）

商工観光課
（☎ 82・2457 ／ IP ☎ 88・9081）

税務相談センター
［要予約］ 1 月 21 日（水）

13：00 〜 16：00
（1 人約 30 分以内）

※受付は午後 3 時 30 分まで

宇陀市役所
（211 会議室）

税務課
（☎ 82・1306 ／ IP ☎ 88・9072）

こころの健康相談
［要予約］ 1 月 20 日（火） 13：30 〜 16：30 大宇陀保健センター

介護福祉課
（☎ 82・3675 ／ IP ☎ 88・9088）
室生福祉保健交流センター

（☎ 92・5220 ／ IP ☎ 88・9175）
ＤＶ相談

［要予約］ 1 月 28 日（水） 13：00 〜 16：00
（1 人 50 分・1 日 3 人）

予約の際に
お知らせします

人権推進課
（☎ 82・2147 ／ IP ☎ 88・9077）

心配ごと相談
［予約不要］

１月７日（水）
9：00 〜 12：00

菟田野人権交流センター 大宇陀地域事務所
（☎ 83・2251 ／ IP ☎ 88・9195）
菟田野地域事務所

（☎ 84・2521 ／ IP ☎ 88・9188）
室生地域事務所

（☎ 92・2001 ／ IP ☎ 88・9182）
厚生保護課

（☎ 82・2221 ／ IP ☎ 88・9079）

１月 14 日（水） 室生振興センター
１月 15 日（木） 大宇陀人権交流センター

１月 26 日（月） 9：00 〜 12：00
12：30 〜 15：30 榛原総合センター

若者自立のための
無料相談［要予約］１月 13 日（火）

14：00 〜 17：00
（※相談員の都合で中止と

なる場合があります。）
宇陀市役所

（213 会議室）
若者サポートステーションやまと

（☎ 0744・44・2055）

中南和法律相談
センター［要予約］

１月 16 日（金）
相談日の 1 週間前より

受付（1 人 30 分）
13：00 〜 16：00

宇陀市役所（211 会議室）
他の相談場所も利用できますので、

奈良弁護士会にご確認ください
奈良弁護士会

（☎ 0742・22・2035）
巡回職業相談

[ 要予約 ] １月 14 日（水） ９: ００～ 12：00
13：00 ～ 16：00

宇陀市役所
（211 会議室）

厚生保護課
（☎ 82・2221 ／ IP ☎ 88・9079）

■弁護士による福祉専門相談・精神科医による専門相談
　広報うだ今月号折り込みの「うだし社協だより」P6 に掲載しています。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、「
広
報
う
だ
7
月
号
」
な
ど
で
市
民
の

皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い

て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

■
本
件
の
概
要
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
～
24
年
度
の
４
年
間
で
市
民
の
皆
さ
ま
よ
り

お
預
か
り
し
て
お
り
ま
し
た
日
赤
社
資
募
金
の
う
ち
、
約

３
０
０
万
円
が
当
時
の
担
当
職
員
の
不
適
切
な
事
務
処
理
に

よ
り
不
明
金
と
な
っ
て
い
る
事
が
、
平
成
26
年
2
月
末
に
発

覚
し
た
こ
と
を
受
け
、
市
内
部
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、

解
明
す
る
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
早
期
解
決
を
図
る
た
め
、
桜
井
警
察
署
に
刑
事

告
訴
す
る
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

■
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て

　

11
月
の
段
階
で
、
桜
井
警
察
署
に
捜
査
に
つ
い
て
、
早
期

解
決
の
為
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、『
現

在
、
捜
査
中
で
あ
り
、
警
察
と
し
て
は
や
る
べ
き
こ
と
や
り

適
切
な
判
断
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
の
立
場
も
分
か

り
ま
す
が
、
現
段
階
で
捜
査
の
進
み
具
合
な
ど
、
詳
細
を
公

表
す
る
事
は
差
し
控
え
た
い
』
と
の
返
答
を
得
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
と
致
し
ま
し
て
も
、
こ
の
事
件
は
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご

迷
惑
を
か
け
る
と
と
も
に
、
市
に
対
す
る
信
用
を
失
墜
さ
せ

て
い
る
も
の
と
深
く
反
省
し
て
お
り
、
早
期
解
明
を
望
ん
で

い
ま
す
が
、
今
し
ば
ら
く
は
捜
査
の
進
行
を
見
守
る
他
に
手

立
て
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
捜
査
が
終
了
次
第
、
不
明
金
の
処
理
の
ほ
か
、
私

を
含
め
た
関
係
職
員
の
厳
正
な
処
分
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

以
上
、
現
時
点
の
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
今

後
、事
態
の
進
展
が
あ
り
ま
し
た
ら「
広
報
う
だ
」「
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
暫
く
の
間
、
お
待
ち
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。  　

   

日
赤
社
資
募
金
の
不
明
事
件
に
関
す
る
経
過
に

つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

宇
陀
市
長
　
竹
内 

幹
郎

問
人
事
課
（
☎
82
・
１
３
０
３
／
IP
☎
88
・
９
０
６
９
）
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窓 口 業 務

市民課では上記の日時に住民票、
印鑑証明、戸籍抄本などの発行
業務を行っています。（税関係を除く）

◆毎月第2・4土曜日

1月は10日と24日です。

◇午前8:30～正午

※住民基本台帳ネットワークシステム
　関連業務は行っていません。

のご案内

税金は納期限内に納めましょう。
2月2日（月）です。2月2日（月）です。

市県民税（第4期）および
国民健康保険税（第7期）
　　　　の納期限は

献血にご協力ください

【日時】1 月 22 日（木）
　（午前 9 時 30 分～正午、午後 1 ～４時）

【場所】宇陀市役所 ふるさとテラス

※一人でも多くの方の献血をお願いします。
問健康増進課
　（☎ 82・3692 ／ IP ☎ 88・9087）

子育て家庭では・・・

問

  　　～家族そろって食事をし、
　　　　　　　　だんらんの機会にしましょう！～

子ども支援課 (☎82・2236/IP☎88・9080)

初日の出・初詣のお帰りは、是非あきののゆにお越し下さいませ！
次回割引クーポン配布や干支クッキーのプレゼントに

お背中流し隊など盛りだくさんの迎春イベントでお待ちしております。

新年、明けましておめでとうございます
2015年、初風呂はあきののゆへ！
あきののゆは新年も休まず通常営業いたします！

青
少
年
健
全
育
成
啓
発
標
語
の
入
賞
者

　
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
に
伴
い
、
市
内
の
中
学
校
・
高
等
学
校
か
ら
標
語

を
募
集
し
、
次
の
方
々
が
入
賞
し
ま
し
た
。(

敬
称
略)

[

最
優
秀]

　
あ
り
が
と
う 

そ
の
一
言
に 

あ
り
が
と
う　
　
　
　
　
　
　

  （
菟
田
野
中
３　
鈴
口
純
也
）

　
考
え
よ
う 

言
葉
の
重
み 

責
任
感　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
大
宇
陀
高
２　
岩
谷
彩
香
）

[

優
秀]

　
あ
い
さ
つ
で 

広
が
る
笑
顔 

無
限
大　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

 （
榛
原
中
３　
浦
田
美
里
）

　
あ
り
が
と
う 

感
謝
の
種
を 

育
て
よ
う 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
室
生
中
１　
楠
原
彩
人
）

　
玄
関
で 

家
族
に
一
言 

い
っ
て
き
ま
す　
　
　
　
　
　
　

 　

 （
大
宇
陀
中
３　
片
田
晃
希
）

　
優
し
さ
は 

世
界
を
笑
顔
に 

変
え
て
ゆ
く　
　
　
　

 　
　

 （
榛
生
昇
陽
高
１　
坂
本
麻
衣
）

「
阿
騎
野
子
ど
も
俳
句
大
会
」
表
彰
式
を
開
催

　

11
月
29
日
、
小
・
中
学
生
の
俳
句
を
集
め
た
「
第
10
回
宇
陀
・
阿
騎
野
俳
句
会
」
の
表
彰

式
が
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
応
募
作
品
５
，
８
７
５
句
の
中
か
ら
42
句
が
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。（
大
会
賞
以
外
は
市
内
の
み
紹
介
）

[

大
会
賞]

【
小
学
生
の
部
】
夏
の
川
小
さ
な
命
あ
ふ
れ
て
る　
　
　
　
　
　
　
（
都
跡
小
３　
伊
藤
大
輝
）

【
中
学
生
の
部
】
あ
め
あ
が
り
雨
の
に
お
い
と
蝸
牛　
　
　
　
　
（
三
輪
中
３　
井
ノ
本
実
玲
）

[

議
長
賞]

【
中
学
生
の
部
】
草
刈
り
を
す
る
父
の
背
に
あ
こ
が
れ
て　
　
　
　
（
室
生
中
３　
楠
原
萌
生
）

[

阿
騎
野
俳
句
賞]

【
小
学
生
の
部
】雨
ほ
し
い
ナ
ス
も
ト
マ
ト
も
熱
中
症　
　
　

 （
榛
原
東
小
６　
三
浦
明
日
香
）

【
中
学
生
の
部
】
つ
く
し
ん
ぼ
青
々
と
し
た
空
に
伸
び　
　
　
　
　
（
室
生
中
１　
東
森
大
我
）

　
夕
立
が
心
も
奪
っ
て
去
っ
て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
大
宇
陀
中
１　
高
岡
航
大
）

　
帰
り
道
き
ん
も
く
せ
い
の
香
り
満
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
榛
原
中
２　
西
村
優
希
）

[
選
者
特
選
賞]

【
小
学
生
の
部
】

　
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
も
い
で
つ
な
が
る
ぶ
ど
う
か
な　
　
　
　

 （
榛
原
東
小
５　
豆
﨑
花
香
）

　
糸
と
ん
ぼ
こ
の
色
絵
の
ぐ
に
出
せ
る
か
な　
　
　
　
　
　
　

 （
室
生
西
小
３　
仲
田
健
力
）

【
中
学
生
の
部
】
口
笛
を
ふ
き
つ
つ
お
ど
る
北
風
よ　
　
　
　
　
　
（
室
生
中
１　
小
谷
優
斗
）

　
春
が
来
た
新
た
な
命
の
せ
て
来
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
大
宇
陀
中
２　
山
元
理
世
）

　
汗
と
涙
な
が
し
た
夏
の
た
か
ら
も
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
榛
原
中
３　
山
本
涼
香
）

◎
阿
騎
野
俳
句
賞
の
三
浦
明
日
香
さ
ん
と
東
森
大
我
さ
ん
は
、
選
者
特
選
賞
も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

災 害 に 備 え て 　 日 頃 の 意 識 が 大 切 で す
◆ 1 月 1 7 日 は 「 防 災 と ボ ラ ン テ ィ ア の 日 」
平 成 1 7 年 1 月 1 7 日 「 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 」 を き っ か け に 、
災 害 時 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 と 自 主 的 な 防 災 活 動 に つ い
て の 認 識 を 深 め 、 災 害 へ の 備 え の 充 実 強 化 す る こ と を 目 的 に
定 め ら れ ま し た 。
★ 期 待 さ れ る 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア
防 災 ボ ラ ン テ ィ ア は 、 被 災 地 で の 活 動 だ け で は な く 、 被 災 地
に 必 要 な 物 資 を 送 っ た り 、 現 地 の 活 動 を 支 援 す る た め 募 金 や
義 援 金 を 送 っ た り す る こ と も 大 切 な 活 動 の 一 つ で す 。
問危機管理課（☎ 82・1304 ／ IP ☎ 88・9070）

◆ 1 月 2 6 日 は「 文 化 財 防 火 デ ー 」 文 化 財 を 火 災 か ら 守 ろ う ！
昭 和 2 4 年 1 月 2 6 日 、 国 宝 で あ る 法 隆 寺 の 壁 画 が 焼 損 し た
た め 、 全 国 的 に 文 化 財 防 火 運 動 が 実 施 さ れ て い ま す 。 奈 良 県
広 域 消 防 組 合 で は 文 化 財 を 火 災 な ど か ら 守 る た め 、 関 係 各 機
関 の 協 力 の も と 、 立 入 検 査 や 消 防 訓 練 の 指 導 な ど 、 地 域 の み
な さ ん に 広 く 文 化 財 防 火 に つ い て 呼 び か け を 行 っ て い ま す 。
問奈 良 県 広 域 消 防 組 合 宇 陀 消 防 署 （☎ 82・3199）
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このコーナーは、市民の自主
的な活動を支援することを
目的に設けています。
■掲載記事は 100 文字程度
■営利目的、政治・宗教に関する

もの、金銭的トラブルが生じる
おそれがあるもの、不特定多数
の市民を対象としないものは掲
載不可

■紙面の都合で掲載できない場合
があります

■原稿は掲載月の前月 5 日までに
秘書広報情報課まで

問秘書広報情報課（☎ 82・3912 ／
IP ☎ 88・9083 ／ FAX82・3900）

■韓国料理を体験してみませんか
　本場韓国の味を！興味のある方
お越しください。
日時　2 月 20 日（金）
　午前 10 時～午後 2 時
場所　榛原総合センター（調理室）
内容　チャプチェ、チヂミ、もや
しスープ
募集人数　30 名
参加費　4,500 円（材料費・会場費）
申し込み　1 月 31 日（土）

場所　総合体育館駐車場
内容　車両展示、部品交換、人気
投票、飲食バザー、じゃんけんゲー
ム（予定）
問ビンテージカーニューイヤー
　ミーティング実行委員会 東口方
　（☎ 090・6202・0037）

■募金報告とお礼
　第九回東北支援チャリティーコ
ンサート「みんなで楽しむ音楽会
Ⅱ」にご来場いただきありがとう
ございました。皆さまよりお預か
りした募金 35,790 円は、あしな
が育英会に送金しました。
問レインボー宇陀　石川方
　（☎ 090・6911・9818）

平成 27 年 1 月末
市民特典カード引換券

五味司法書士
広告

問ハングル講座「マンナム」　出井
方（☎ 090・5889・8277）

■新春書き初め大会参加者
　新春を迎え、新たな気持ちで書
き初め大会に参加しませんか。
　当日受付で参加費無料です。
日時　1 月 12 日（月・祝）
　午前10時～午後１時（順次開催）
　午後 2 時～：表彰式
場所　うだアニマル・パーク
対象　5 歳～小学生まで
問うだ・アニマルパーク
　（☎ 87・2520）

■「ビンテージカー ニューイヤー
　ミーティング」開催
日時　1 月 2 日（金）
　午前 10 時～午後 3 時

謹賀新年
本年もよろしく
　　お願いします

「お子様が主人公の絵本」

市

営業時間/10時～17時　定休日/木曜日
☎0745-82-0035

■奈良県特定最低賃金が改定されました
は ん 用 機 械 器 具 、 生 産 用 機 械 器 具 、
業 務 用 機 械 器 具 製 造 業

時 間 額 8 2 0 円
（ 平 成 2 6 年 1 2 月 2 7 日 発 効 ）

電 機 関 係 製 造 業
電 子 部 品 ・ デ バ イ ス ・ 電 子 回 路 ・
発 電 用 ・ 送 電 用 ・ 配 電 用 電 気 機 械
器 具 ・ 産 業 用 電 気 機 械 器 具 ・ 民 生
用 電 気 機 械 器 具 製 造 業

時 間 額 8 1 8 円
（ 平 成 2 6 年 1 2 月 2 7 日 発 効 ）

自 動 車 小 売 業 時 間 額 8 2 0 円
（ 平 成 2 6 年 1 2 月 2 7 日 発 効 ）

木 材 、 木 製 品 、 家 具 、 装 備 品 製 造
業

時 間 額 8 1 6 円  日 額 6 , 5 2 7 円 　
（ 平 成 元 年 1 月 2 5 日 発 効 ）

特
定
最
低
賃
金

奈 良 県 最 低 賃 金 　 時 間 額 7 2 4 円 （ 平 成 2 6 年 1 0 月 3 日 発 効 ）
奈 良 県 最 低 賃 金 は 奈 良 県 内 で 働 く す べ て の 人 に 適 用 さ れ ま す 。
た だ し 、 上 記 の 産 業 に 該 当 す る 事 業 所 で 働 く 労 働 者 に は 、 そ れ
ぞ れ 特 定 （ 産 業 別 ） 最 低 賃 金 が 適 用 さ れ ま す 。
問奈良労働局賃金室（☎ 0742・32・0206）
　桜井労働基準監督署（☎ 0744・42・6901）
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壬
申
の
乱
、
そ
の
背
景

　
　
　（
翼
を
つ
け
た
虎
を
野
に
放
つ
）

　
「
乙
巳（
い
っ
し
）の
変
」（
六
四
五
年
）後
、

中
大
兄
皇
子
は
、
孝
徳
（
こ
う
と
く
）
天
皇
・

斉
明
（
さ
い
め
い
）
天
皇
の
も
と
で
体
制
を

刷
新
し
、「
大
化
の
改
新
」
と
も
呼
ば
れ
る

政
治
改
革
を
行
い
ま
し
た
。
中
大
兄
皇
子
は
、

斉
明
天
皇
崩
御
後
も
天
皇
に
は
即
位
せ
ず
、

政
治
を
行
い
ま
し
た
。
天
智
四
年（
六
六
五
）、

息
子
の
大
友
皇
子
は
、
太
政
大
臣
と
し
て

天
皇
の
親
政
を
補
佐
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
天
智
六
年
（
六
六
七
）
に
は
、
飛
鳥
の

倭
京
（
飛
鳥
京
）
か
ら
新
し
く
近
江
宮
（
滋

賀
県
大
津
市
）
に
遷
都
し
、
こ
こ
で
正
式
に

天
皇
に
即
位
し
、
天
智
（
て
ん
じ
）
天
皇
と

な
り
、
弟
の
大
海
人
（
お
お
あ
ま
）
皇
子
を

皇
太
子
と
し
ま
し
た
。

　

天
智
天
皇
と
伊
賀
豪
族
出
身
の
伊
賀
采
女

宅
子
（
い
が
の
う
ね
め
の 

や
か
こ
）
と
の
間

に
生
れ
た
大
友
皇
子
が
成
長
す
る
に
つ
れ
、

大
海
人
皇
子
の
存
在
は
、
大
き
な
障
害
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
や
が
て
天
皇
が
病
に
伏

せ
る
と
懸
念
し
て
い
た
皇
位
継
承
の
問
題
が

現
実
の
も
の
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

天
智
十
年
（
六
七
一
）
10
月
、
天
智
天
皇

の
容
体
が
次
第
に
悪
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

17
日
、
天
皇
は
蘇
賀
臣
安
麻
侶
（
そ
が
の
お

み
や
す
ま
ろ
）
を
使
い
に
出
し
、
皇
太
子
で

あ
る
大
海
人
皇
子
を
大
殿
に
招
き
い
れ
ま
し

た
。
大
海
人
皇
子
が
天
皇
の
傍
に
行
こ
う
と

し
た
時
、
安
麻
侶
が
大
海
人
皇
子
の
耳
元
で

「
御
注
意
下
さ
い
」
と
囁
（
さ
さ
や
）
い
た

の
で
、
大
海
人
皇
子
は
、
何
ら
か
の
陰
謀
が

あ
る
こ
と
を
悟
り
、
注
意
深
く
進
み
ま
し
た
。

　

天
智
天
皇
は
「
私
の
容
態
は
大
変
悪
く

な
っ
て
き
た
。
後
の
こ
と
は
、
大
海
人
、
お

前
に
任
せ
る
。」
と
言
い
ま
し
た
。
一
方
、

大
海
人
皇
子
も
、「
私
も
体
が
す
ぐ
れ
ま
せ

ん
。
ど
う
か
、
皇
后
に
皇
位
を
お
譲
り
下
さ

い
。
そ
し
て
大
友
皇
子
が
政
治
を
さ
れ
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。
私
は
天
皇
の
病
気
平
癒
を

願
っ
て
出
家
し
、
吉
野
山
で
修
行
を
つ
み
ま

す
。」
と
言
い
、
早
速
、
内
裏
（
だ
い
り
）
の

仏
殿
で
髭
と
髪
を
剃
り
落
し
僧
髪
と
な
り
ま

し
た
。
大
海
人
皇
子
は
、
持
っ
て
い
た
全
て

の
武
器
・
武
具
類
を
武
器
庫
に
納
め
、
19
日

に
は
吉
野
宮
に
向
っ
て
出
発
し
ま
し
た
。
天

智
朝
の
重
臣
達
は
、
都
を
去
る
皇
太
子
、
妃

の
鸕
野
讃
良
（
う
の
の
さ
ら
ら
）
皇
女
、
息

子
で
あ
る
草
壁
皇
子
、
皇
子
の
舎
人
達
ら
一

行
を
宇
治
ま
で
見
送
り
ま
し
た
。
あ
る
人
は

こ
れ
ら
の
出
来
事
に
つ
い
て
、
大
海
人
皇
子

を
取
巻
く
情
勢
を
表
現
し
て
「
虎
に
翼
を
つ

け
て
放
て
り
」
と

言
い
ま
し
た
。
ま

さ
に
翌
年
の
「
壬

申
の
年
」
の
出
来

事
を
占
っ
た
か
の

よ
う
な
言
葉
で
し

た
。

34

　「
中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式
と

　
　
　
人
権
を
考
え
る
集
い
」
を
終
え
て

～
父
の
死
と
向
き
あ
っ
て
～

先
月
7
日
、
文
化
会
館
に
お
い
て
、
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

式
と
、
歌
手
で
モ
デ
ル
の
麻
倉
ケ
イ
ト
さ
ん
に
よ
る
対
談
、
市
内
４
中
学

校
の
吹
奏
楽
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
盛
会
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

人
権
作
文
表
彰
式
の
後
、
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
の
受
賞
者
の
作
文
が
朗

読
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
山
根
麻
生
さ
ん
（
榛

原
中
3
年
）
の
『
命
の
重
み
』
と
題
し
た
作
文
の
要
約
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
私
達
は
、
毎
日
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
幸
せ
に
平
和
に
生
き

て
い
る
時
ほ
ど
、『
命
の
重
み
』
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

一
人
一
人
が
時
々
立
ち
止
ま
り
、『
命
の
重
み
』
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を
持
つ
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
小
学
校
５
年
生
の
と
き
、
父
が
病
気
で
亡
く
な
り
、
当

た
り
前
に
続
く
と
考
え
て
い
た
お
だ
や
か
な
生
活
が
一
変
し
ま
し
た
。

　

父
は
、何
事
に
対
し
て
も
前
向
き
で
優
し
く
、闘
病
中
も
、い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、

最
後
の
最
後
ま
で
生
き
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
な
い
人
で
し
た
。
父
の
死
は
、
私
の
人
生

で
一
番
悲
し
い
出
来
事
で
し
た
の
で
、『
命
の
重
み
』
に
つ
い
て
、
私
は
絶
対
に
忘
れ

て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
に
対
し
て
、『
死
』
と
い
う
言
葉
を
簡
単
に
使
う
の
は
、『
死
』
と
向
き
合
っ
て
い

る
人
や
苦
し
ん
で
い
る
人
に
失
礼
だ
と
思
う
し
、
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
い
じ

め
で
周
り
か
ら
追
い
つ
め
ら
れ
て
、
大
切
な
命
を
自
分
か
ら
終
え
る
こ
と
は
絶
対
に
だ

め
で
す
。
そ
こ
ま
で
追
い
つ
め
た
人
は
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
を
し
た
自
分
を

深
く
反
省
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
軽
い
気
持
ち
で
言
っ
た
と
し
て
も
受
け

取
っ
た
人
に
と
っ
て
は
、
本
当
に
傷
つ
い
て
苦
し
む
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
一
度
な
く

し
た
命
は
、
二
度
と
戻
ら
な
い
の
で
す
。

　

人
は
一
人
で
生
き
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
の
人
が
亡
く
な
る
と
周
り
に

い
る
た
く
さ
ん
の
人
が
悲
し
み
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
『
命
の
重
み
』
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
い
じ
め
で
自
殺

と
い
う
報
道
は
消
え
る
と
思
い
ま
す
。
父
の
死
に
よ
っ
て
、
死
に
つ
い
て
深
く
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
命
も
人
の
命
も
大
切
に
し
、
与
え
ら
れ
た

分
の
一
生
を
し
っ
か
り
と
生
き
た
い
で
す
。」
と
力
強
く
朗
読
さ
れ
ま
し
た
。
読
み
終

わ
っ
た
後
、
会
場
か
ら
は
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

10
代
の
若
さ
で
、
病
気
と
闘
う
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
最
愛
の

お
父
さ
ん
と
別
れ
る
こ
と
に
な
り
、
父
の
死
と
向
き
合
っ
た
か
ら

こ
そ
、
一
度
き
り
の
命
の
尊
さ
、
命
の
重
み
が
、
心
に
深
く
刻
ま

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
こ
の
話
を
聞
い
て
、
自
ら
を

見
つ
め
、
相
手
を
思
い
や
り
、
与
え
ら
れ
た
命
に
感
謝
し
、
し
っ

か
り
と
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
心
に
感
じ
ま
し
た
。

吉野へと向かう大海人皇子ら一行
（飛鳥資料館 1987『壬申の乱』より引用）
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番組表

  まちの話題 
  ホットニュース 

  お知らせ（静止画） 
  お天気カメラ 

  ストレッチ／タオル体操 
  お知らせ（音声付静止画） 

  まちの話題 
  ホットニュース 

  お知らせ（静止画） 
   

  サイエンスチャンネル　A 
  お天気カメラ 

  まちの話題 
  ホットニュース 

  お知らせ（静止画） 
  お知らせ（音声付き静止画） 

  タオル体操＆筋トレ 
  サイエンスチャンネル　B 

  お知らせ（静止画） 
  サイエンスチャンネル　A 

  お知らせ（静止画） 
  お知らせ（音声付き静止画） 

  お知らせ（静止画） 
   

  まちの話題 
  ホットニュース 

  お知らせ（静止画） 
  サイエンスチャンネル　B 

  ピカピカはみがきのうた 
  メタボ撃退エクササイズ 

  お知らせ（静止画） 
  ホットニュース 

  お知らせ（静止画） 
  まちの話題 

  お知らせ（静止画） 

問自主放送スタジオ　（☎ 82・2497）
※�番組内容及び、放送時間は予告なく変更される場合があります。

ご了承ください。

番組内容 1 日〜 10 日 11 日〜 20 日 21 日〜末日

ホット
ニュース

○宇陀市幼稚園・保育園
（所）　絵画作品展

○ 榛 原小 学 校 体 育 館 竣
工式　榛原小学校創立
140 周年記念行事

○北辰まちづくり協議会
設立総会

○年末特別警戒出発式

○歯と口の健康に関する
ポスター・標語コンクー
ル　入賞作品表彰式

○新年お楽しみ会
　榛原東幼稚園

野菜たっぷり
クッキング − − 蓮根バーグ、洋風白和え

まちの話題 ○新春を迎えて
○万葉集によせて

○宇陀の民話－Ⅱ
　　「黒岩のいわれ」
○地域安全ふれあい餅
つき大会

○第 12 回宇陀ボーイズ
旗争奪軟式野球大会

○着物リフォーム
○こんにゃく作り

サイエンス A ザ・メイキング：ルアー・毛針
私の未来カタログ：プログラマー

ザ・メイキング：ゴム手袋
私の未来カタログ：獣医師

ザ・メイキング：糊
私の未来カタログ：サイエン

スライター

サイエンス B 超時空忍者シノバスター：
敏太郎、只今修行中 !

超時空忍者シノバスター：
恐怖、邪魔王の怒り！

超時空忍者シノバスター：
さよならは言わない！

はみがきのうた 菟田野保育所 大宇陀幼児園 榛原北保育園

※ 1 日から 3 日はホットニュースを変更して新春特別番組「市長・議長の新年の挨拶」を
お送りします。

※�野菜たっぷりクッキングは、ホットニュース終了後に続けて放送します。
※ 1 月 20 日以降に 12 月定例議会の一般質問の様子を番組を変更して放送する予定です。

うだチャン 11ch で
12 月放映したレシピです。

鶏肉のトマト煮
（4 人分）

［材料］鶏もも肉…240g、にんにく…１片、玉ねぎ…200g、サラダ油…
小さじ 2、トマト水煮缶…400g、A[ ローリエ…1 枚、塩…小さじ 1/2、
こしょう…少々、湯…30㏄ ]、ブロッコリー…90g

［作り方］
➊鶏肉はぶつ切りにする。にんにくはみじん切りにする。玉ねぎは粗み

じんに切る。
➋ブロッコリーは小房に分けて熱湯で茹で、ざるにあげておく。
➌鍋にサラダ油とにんにくを入れて火にかけ、鶏肉を炒め、さらに玉ね

ぎを加えて炒める。
➍鶏肉の色が変わったら A の調味料と湯、トマト缶を加え、ときどき混

ぜながら５～６分煮る。
➎器に盛り、ブロッコリーを添える。

　

輝
か
し
い
新
年
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
『
広
報
う
だ
』
で
様
々
な

情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
▼
紙
面
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
早
10
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、

「
宇
陀
市
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て

も
ら
う
」「
読
ん
で
楽
し
ん
で
も
ら

う
」
を
目
標
に
市
政
モ
ニ
タ
ー
の

方
々
を
は
じ
め
多
く
の
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
少
し
ず
つ
で
す
が

改
善
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。▼
特
に
特
集
記
事
に
つ
い
て
は
、

行
政
情
報
だ
け
で
な
く
、
で
き
る

だ
け
身
近
な
話
題
や
、
地
域
で
の

活
動
な
ど
も
積
極
的
に
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
▼
市
内
に

は
、
様
々
な
場
面
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
紙
面
づ
く
り
を
通
し
て
多
く

の
方
と
知
り
合
え
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。平成 26 年 12 月 1 日現在

※（　）内は前月比
総　数 33,035 人　（-21）

男 15,757 人   （-8）
女 17,278 人   （-13）

世帯数 13,158世帯   （-8）

「色々野菜のグリル」は、ホームページをご覧ください。

臨時福祉給付金

宇陀市  食育推進
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がんばれ！！　Newジェネレーション！！
宇陀市チャレンジ駅伝・英語スピーチコンテスト開催

　11月 8日、駅伝チャレンジ大会（心の森総合福祉公園にて）が、11日には英語スピー
チコンテスト（市役所会議室にて）がそれぞれ開催。参加者のみなさんは日頃の努力の成
果を精一杯発揮してくれました。
　いずれも、これからの未来の担う子どもたちの熱意や元気があふれていました。
これからも広報うだでは、子どもたちが生き生きと能力を発揮する姿を応援していきます。

◇第３回宇陀市駅伝チャレンジ大会◇
市内小学校５～６年生を対象に、1周約 850ｍの園内 8周
をチーム 8～ 9人でリレーします。今年は 10チーム 81
名のランナーがタスキを繋ぎました。

◇第 2回宇陀市
英語スピーチコンテスト◇

　市内の小・中・高校生 51名が参
加。個人スピーチやグループ劇・小
学生による自己紹介など多彩な方法
で英会話を披露。このような機会を
通して国際性豊かな人材が育つこと
を願っています。

▼最優秀賞チーム
　TEAM TOP SPEED（榛原東小）

　

江
戸
時
代
末
期
に
当
時
西
谷
村
の
村
民
が
灌
漑
用
の
た
め
池
と
し
て
作
っ
た

鶴
が
池
。
当
時
、
灌
漑
用
水
が
不
足
し
、
米
や
麦
の
収
穫
量
が
村
内
で
食
べ
る

の
に
必
要
な
量
の
半
分
し
か
な
く
て
困
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
石
田
長
蔵
、
久

保
田
伊
平
の
呼
び
か
け
に
よ
り
山
奥
に
大
き
な
た
め
池
を
作
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
当
初
は
こ
の
大
事
業
に
賛
成
す
る
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
両
氏
の

熱
意
に
よ
り
、
１
８
７
０
年
（
明
治
3
年
）
の
完
成
ま
で
の
約
3
年
間
、
延
べ

2
万
人
も
の
労
力
を
費
や
し
、
人
力
だ
け
で
長
さ
２
０
０
ｍ
、
幅
60
ｍ
、
高
さ

15
ｍ
も
の
大
き
な
堤
防
が
築
か
れ
ま
し
た
。　

　

こ
の
功
績
が
称
え
ら
れ
、
１
８
８
２
年
（
明
治
15
年
）
に
は
、
日
本
で
最
初
の

藍
綬
褒
章
の
受
章
者　

第
１
号
・
２
号
と
し
て
長
蔵
と
伊
平
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
林
野
庁
か
ら
「
水
源
の
森
百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

鶴
が
池
　
　
　
　（
室
生
西
谷
）

▲石田長蔵
▶建設当時の鶴が池
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